
梅の収穫はじまる
５月 12 日 ( 水 ) に、八女市立花町谷川の梅園で梅の初収穫が行われました。小
梅の収穫量は例年の半分以下とのことですが、品質は良好。５月下旬からは大
梅の収穫もはじまり、７月中旬まで続きます。

ごみ出しルールを守ろう！　　　　	 Ｐ2～5
男女共同参画週間　　　　　　　　　	 Ｐ6～7
6月八女市のイベント情報　　	 	 Ｐ8

【今月の主な内容】
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ご
み
の
排
出
場
所
は
、
み
ん
な
で

使
用
す
る
場
所
で
す
。
次
の
こ
と
に

十
分
注
意
し
て
、
み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
、
ご
み
を
出
せ
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

♳
必
ず
市
の
指
定
袋
に
入
れ
る

（
旧
八
女
市
・
立
花
町
地
域
は
「
黄

色
」
の
指
定
袋
、
旧
黒
木
町
・
上
陽

町
・
矢
部
村
・
星
野
村
地
域
は
「
緑
色
」

の
指
定
袋
）

♴
ご
み
袋
の
上
部
を
必
ず
結
び
、
ご

み
が
散
ら
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

♵
缶
や
び
ん
な
ど
の
燃
え
な
い
ご
み

を
入
れ
な
い

♶
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
を
し
て

出
す

♷
中
の
ご
み
全
体
が
判
別
で
き
る
よ

う
に
、
内
側
に
黒
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

は
使
わ
な
い

♸
ネ
ッ
ト
が
あ
る
場
所
で
は
、
ネ
ッ

ト
を
き
ち
ん
と
掛
け
る

ご
み
出
し
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い

な
い
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
収

集
で
き
な
い
ご
み
に
は
、「
何
が
出
せ

な
い
か
」
わ
か
る
よ
う
に
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
り
ま
す
。
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら

れ
た
ご
み
を
出
し
た
人
は
、
出
せ
な

い
も
の
を
取
り
除
い
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）

は
み
ん
な
が
利
用
す
る
場
所
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
他
の
皆
さ
ん
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
処
理
に
は
、
毎
年
多
額
の
費

用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

常
に
収
集
体
制
の
見
直
し
を
行
い
経

費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
ご
み

処
理
経
費
の
削
減
に
は
、
ご
み
の
減

量
が
最
も
重
要
で
す
。
も
え
る
ご
み
、

も
え
な
い
ご
み
の
中
に
は
、
資
源
ご

み
が
入
っ
て
い
る
の
を
ま
だ
ま
だ
多

く
見
か
け
ま
す
。
各
家
庭
で
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
資
源
ご
み
、
不
燃
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
配

付
し
て
い
る
「
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

♳
資
源
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
・
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
ご
み
に
出
す
量
を
減

ら
す
！

♴
生
ご
み
処
理
器
を
利
用
し
た
ご
み

減
量
に
取
り
組
も
う
！

♵
生
ご
み
は
十
分
に
水
切
り
す
る
！

（
本
当
の
「
ご
み
の
量
」
だ
け
排
出
す
る
）

ごみ出し
ルールを
守ろう！

◉問い合わせ＝社会環境課（☎２３・１４６２）

６
月
は
環
境
月
間
で
す

ごみ袋の上部は必
ず結んで出してくださ
い。収集の際に袋が倒
れて、ごみ散乱の原因

になります。

袋の中に入れず、ご
み袋を貼りつけたものは

回収できません。

も
え
る
ご
み
の
出
し
方

収
集
で
き
ま
せ
ん
！

ご
み
を
減
ら
し
て
経
費
も
節
減

「
も
え
る
ご
み
」
で
出
せ
る
も
の

生
ご
み
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
、
シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
、

靴
な
ど
の
革
製
品
、
ビ
デ
オ
・
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
、
ス
リ
ッ
パ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
ラ
イ
タ
ー
（
必
ず
使
い
切
っ
て
）

な
ど
の
「
も
え
る
ご
み
」
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山
林
や
河
川
、
道
路
、
公
園
な
ど

に
家
庭
ご
み
や
事
業
活
動
に
伴
っ
て

生
じ
た
ご
み
な
ど
を
捨
て
る
行
為
を

不
法
投
棄
と
い
い
ま
す
。
不
法
投
棄

に
は
、
法
に
よ
り
５
年
以
下
の
懲
役

や
１
０
０
０
万
円
（
法
人
に
つ
い
て

は
１
億
円
）
以
下
の
罰
金
な
ど
、
厳

し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
・
・
・

①
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
ま
す

豊
か
な
自
然
や
景
観
を
損
な
う
だ

け
で
な
く
、
地
下
水
の
汚
染
、
悪
臭

な
ど
の
原
因
と
な
り
、
私
た
ち
の
健

康
や
生
活
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

②
原
状
回
復
、
処
分
に
多
大
な
費
用

と
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す

不
法
投
棄
物
を
撤
去
し
、
自
然
を

元
の
状
態
に
戻
す
に
は
、
最
初
か
ら

適
正
に
処
分
す
る
場
合
の
何
倍
も
の

費
用
と
時
間
を
要
し
ま
す
。 

③
資
源
の
枯
渇
を
早
め
ま
す

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
中
に

は
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る

べ
き
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
資

源
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
不
法

投
棄
を
な
く
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
女
市
の
ご
み
の
量
は
？

八女市の分別収集量の推移

缶の回収量

びんの回収量

ペットボトルの回収量

平成17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

20,202

1,005 1,023 972

970
958

809
722 733

952 915

19,564 19,328
18,438 18,770

八女市のごみの量の推移

もえるごみ

資源ごみ

もえないごみ

※資源ごみの量には、

拠点回収・資源（廃品）

回収は含みません。

※左のグラフは重さ１ト

ンに対し、ジュースび

ん（210ミリリットル）

5,000本、缶 （190グラ

ム） 28,000本、ペット

ボトル（500ミリリットル）

36,000本に換算してい

ます。

※実際の容器の容量は

さまざまですので、目安

としてご覧ください。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

平成17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

381

193

194 187 181 175 170

202
216 216 220

364
342

311 294

（単位：トン）

（単位：万本）
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小
魚
が
す
め
る
清
ら
か
な
小
川
を

少
し
ず
つ
で
も
増
や
す
た
め
に
は
、

環
境
汚
染
の
７
割
と
い
わ
れ
る
生
活

排
水
を
浄
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

浄
化
槽
は
、
し
尿
と
と
も
に
生
活

雑
排
水
（
台
所
排
水
お
よ
び
洗
濯
排

水
）
を
生
態
系
に
負
担
を
か
け
な
い

程
度
ま
で
浄
化
す
る
優
れ
た
設
備
で

す
。
こ
の
浄
化
槽
の
普
及
を
促
進
す

る
た
め
設
置
者
（
下
水
道
認
可
区
域

お
よ
び
共
同
住
宅
を
除
く
）
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
実
績
で
、
１
３
１
基
に
対
し

交
付
し
ま
し
た
。

す
ぐ
れ
た
設
備
で
す
が
、
管
理
を

怠
る
と
そ
の
効
果
も
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
次

の
２
つ
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
保
守
点
検

浄
化
槽
保
守
専
門
業
者
と
委
託
契
約

し
て
定
期
的
に
点
検
す
る
。

②
清
掃
（
年
一
回
以
上
）

市
の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
す

る
。浄

化
槽
の
点
検
と
清
掃
は
法
律
で

も
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
罰
則
も

あ
り
ま
す
。
清
ら
か
な
流
れ
の
故
郷

を
守
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
の
額
に
つ
い
て

下
水
道
認
可
区
域
を
除
き
、
国
庫

基
準
額
に
基
づ
き
、
次
の
表
の
と
お

り
補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す
。（
集
合

住
宅
・
店
舗
・
事
務
所
を
除
く
）

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

河
川
汚
濁
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い

る
廃
油
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。

◉
回
収
日
時
・
場
所
＝
平
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分
（
社
会
環
境
課
）
／

第
４
日
曜
日
＝
８
時
30
分
～
11
時
30

分
（
市
役
所
駐
車
場
）

◉
対
象
と
な
る
廃
油
＝
家
庭
や
店
舗

な
ど
で
使
用
さ
れ
た
廃
テ
ン
プ
ラ
油

に
限
り
ま
す
。

◉
回
収
し
な
い
廃
油
＝
鉱
物
性
の
廃

油
（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
機
械
油
等
）・

固
形
化
し
た
も
の

◉
持
参
方
法
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

の
容
器
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

容
器
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、

ご
み
減
量
の
た
め
に
、
生
ご
み
処
理

器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

◉
申
請
時
に
必
要
な
も
の

▼
①
②
③
の
場
合

価
格
か
ら
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た

代
金
と
印
鑑
（
環
境
衛
生
協
議
会
か

ら
補
助
）

▼
④
の
場
合

購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の

領
収
書
、
保
証
書
（
販
売
店
の
記
載

が
必
要
）
、
印
鑑

※
奨
励
金
は
口
座
振
込
で
す
。
金
融

機
関
（
本
・
支
店
）
名
、
口
座
番
号
、

名
義
人
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
補
助
金
・
奨
励
金
の
申
請
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ

社
会
環
境
課

（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
４
２
・
１
４
６
３
）

立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
４
）

上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

種　　類 内　　容 価　　格 補助金額

① 生ごみ処理器 畑据付型(100リットル) ６，６８０円 ２，０００円

② 微生物利用 バケツ型 (10リットル ) １，９００円 １，０００円

③ 酵素利用
バケツ型（10リットル）

１０，２９０円 １，０００円
(材料を含む )

④ 電気式生ごみ処理機 屋外、屋内設置型 メーカー価格
１５，０００円

(奨励金 )

※表の数値はＢＯＤ（水の汚れの程度を示す単位。数値が大きいほど汚れた水）を示すものであり、環境基準として通水期は

３mg ／ℓ以下、停水期は５mg ／ℓ以下が目標となっています。表の数値は年間検査集計の 75％値です。

河川の汚濁は、家庭からの雑排水が主な原因です。下水道への加入、浄化槽の設置について、市民

の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

４か所で目標

値に達せず

河　川　名 山　の　井　川 花　宗　川 中　の　井　川

測定地点 山内 黒土 豊福 大島 室岡 下津江 高塚
大野井手
（上稲富）

前古賀 北馬場 納楚 下稲富

通水期（５～９月）３．８ ３．０ ９．３ １．８ １．６ １．１ ２．７ ２．３ １．９ ６．７ ２．０ １２．０

停水期（10～４月） ０．７ ３．５ ９．２ １．６ １．８ ０．９ ２．８ ２．０ １．６ １８．０ １．４ ４２．０

清
ら
か
な
水
の
流
れ
を
未
来
に
残
す
た
め
に

ご
み
減
量
の
た
め
に

浄
化
槽
に
補
助
金
を
交
付

廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル

生
ご
み
処
理
器
購
入
に
補
助
金
・
奨
励
金
を
交
付

５人槽

３３２，０００円

７人槽

４１４，０００円

10人槽

５４８，０００円

平
成
21
年
度
の

八
女
市
の
河
川
汚
濁
状
況
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市
役
所
庁
舎
南
側
な
ど
に
「
つ
る
性

植
物
」
を
植
え
付
け
る
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
に
、
平
成
21
年
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

♣
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ガ
オ

今
回
は
、
ニ
ガ
ウ
リ
と
ア
サ
ガ
オ
に

加
え
て
、「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
サ
ガ
オ
」

を
新
し
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

く
ま
し
い
成
長
力
の
た
め
、
空
き
地
な

ど
で
は
雑
草
化
し
て
し
ま
う
と
逆
に
駆

除
が
大
変
な
ほ
ど
に
繁
殖
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
植
物
で
す
。

結
論
的
に
、
こ
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア

サ
ガ
オ
は
、
通
常
の
ア
サ
ガ
オ
に
比
べ

る
と
、
乾
燥
に
強
く
、
葉
の
厚
み
も

あ
る
た
め
、
遮
光
効
果
に
は
優
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
暑
さ
に
は
強
い
も
の
の
、

逆
に
寒
さ
に
は
弱
い
特
徴
が
あ
り
、
冬

場
、
霜
の
害
な
ど
に
よ
り
、
枯
れ
て
し

ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
取
り
組
み
で
は
、
覆
い

な
ど
の
防
寒
対
策
を
行
わ
ず
、
自
然

　

の
ま
ま
に
任
せ
ま
し　

　

た
が
、
全
体
の
半
数
近
く
の
株
　

は
無
事
に
越
冬
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
１
年
目
よ
り
、
２
年
目
以
降
の

苗
の
方
が
花
付
き
が
良
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
の
開
花
が
楽
し

み
で
す
。

♣
「
の
り
網
」

　

こ
れ
ら
の
つ
る
を
は
わ
せ
る
網
は
、

大
川
市
役
所
な
ど
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

使
い
終
わ
っ
た
「
の
り
網
」
を
い
た
だ

き
、
資
源
の
有
効
利
用
を
図
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

♣
害
虫

　

生
育
の
途
中
、
思
わ
ぬ
害
虫
「
ダ

ン
ゴ
ム
シ
」
に
、
大
切
な
ニ
ガ
ウ
リ
の

芽
を
食
害
に
あ
う
な
ど
、
一
時
は
、「
カ

ー
テ
ン
」
と
し
て
成
り
立
つ
か
ど
う
か

さ
え
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

♣
遮
光
効
果

　

結
果
的
に
は
、
別
に
示
す
デ
ー
タ

の
と
お
り
１
年
目
（
マ
イ
ナ
ス
３
・
13

度
）
よ
り
も
良
好
な

遮
光
効
果
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
真
夏
に
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る

肌
を
刺
す
よ
う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
木
陰
が
心
地
よ
く
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
植
物
な
ら
で
は
の
効

果
が
あ
る
こ
と
が
数
値
と
し
て
も
実

証
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
温
度
差
に
よ
っ
て
、
室
内
の
エ

ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
数
度
下
げ
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
省
電
力
、
地
球

温
暖
化
防
止
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

♣
今
年
の
取
り
組
み

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
３
年
目
の
今

年
も
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
収
穫
し
た

ニ
ガ
ウ
リ
の
種
を
発
芽
さ
せ
た
苗
の
配

布
や
苗
の
植
え
付
け
の
方
法
、
雨
水
の

利
用
な
ど
の
身
近
に
出
来
る
エ
コ
な
取

り
組
み
の
参
考
と
な
る
よ
う
工
夫
を

重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
植
物
た
ち
の

成
長
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

区 分 外 気 カーテン裏側

温　度
(℃ )

39.37 33.42

温度差
(℃ )

－ △ 5.95

湿　度
(％ )

39.14 56.80

九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

一
斉
に
取
り
組
む
参
加
店
舗
を
募
集
し
ま
す

福岡県をはじめ九州７県では、10月を九州統一マイバッグキャンペーンとして、
レジ袋削減の取り組みを行っていただける店
舗を募集しています。
皆さんの取り組みをピーアールし、県民参

加のもと10月のキャンペーンで一斉行動しま
しょう。
10月のキャンペーン期間中、参加店舗は、
▼レジ袋をもらわなかった人に対し、シール
やスタンプなどの特典を与える▼レジ袋不要カードの作成や店内放送など、工夫を凝らした取り組みを自ら行ってい

ただきます。
◉申込締切＝７月 30日（金）◉問い合わせ＝福岡県環境部循環型社会推進
課（☎０９２・６４３・３３７１）

九
州
統
一
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
標
語
」
募
集

九
州７県の県民、事業者、行政が一体と

なってレジ袋の削減に取り組み、ごみ

の減量化を推進するため、標語を募集します。

◉応募方法＝氏名、住所、電話番号、学校名・

学年を記入の上、郵送、ファックスまたは電

子メールでご応募ください。

◉応募期限＝６月 30日（水）必着

◉表彰区分＝最優秀賞１点（賞金２万円）、優

秀賞各４点（小学生の部、中・高生の部、一

般の部＝各３千円。ただし小・中・高生は図

書カード）

◉応募先・問い合わせ＝福岡県循環型社会

推進課（☎０９２・６４３・３３７１、ファッ

クス 0９２・６４３・３３７７、電子メール

recycle@pref
.fukuoka.lg.

jp）

２
年
目
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
（
平
成
21
年
度

）

▼緑のカーテンの遮光効果

６
月
は
環
境
月
間
で
す

リュウキュウアサガオ
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「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
に
登
録

　
　

し
ま
せ
ん
か
？

　

女
性
が
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、「
女
性
人
材
リ
ス

ト
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

男
女
共
同
参
画
、
人
権
、
法
律
、
行

政
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
環
境
、

福
祉
、
商
工
業
、
文
化
、
芸
術
な
ど

の
分
野
で
講
師
や
審
議
会
の
委
員
を

し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
に
参

加
し
て
勉
強
し
た
り
、
活
躍
の
幅
は

い
ろ
い
ろ
で
す
。

●

登
録
で
き
る
人
＝
八
女
市
在
住
か

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●

登
録
の
方
法
＝
「
八
女
市
女
性
リ

ス
ト
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を
書
い

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
票
は
、

本
庁
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

ま
た
は
各
支
所
・
総
合
支
所
総
務
課

に
準
備
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
性
的
嫌
が
ら
せ
、
性
別
を
理

由
と
し
た
差
別
な
ど
の
相
談
に
専
門

の
相
談
員
が
応
じ
、
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
男
性
も
相
談
で
き
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料

●

相
談
日
＝
毎
月
第
２
木
曜
日
、
13

時
30
分
～
16
時
30
分
（
要
予
約
）

●

会
場
＝
市
役
所
内
の
会
議
室

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

話
そ
う
、
働
こ
う
、
育
て
よ
う
。
い
っ
し
ょ
に
。　

平
成
22
年
度
内
閣
府
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
６
月
23
日
～
29
日　
　

小
川　

私
た
ち
の
会
は
当
初
「
男
女
共

同
参
画
」
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
方
向

性
を
見
出
す
た
め
に
、
ま
ず
勉
強
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
身
近
な
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
う
ち
に
、
自
分

た
ち
が
勉
強
し
た
こ
と
を
市
民
に
伝
え

て
い
こ
う
、
少
な
い
人
数
で
も
で
き
る

紙
芝
居
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
地
元
高
校
の
美
術
の
先
生

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
紙
芝
居
制
作
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
毎
回
集
ま
っ
て

絵
を
描
い
た
り
色
を
塗
っ
た
り
す
る
の

が
楽
し
く
て
、
月
に
１
回
の
集
ま
り
が

毎
週
水
曜
日
に
な
り
、
３
年
間
で
３
作

品
が
完
成
。
紙
芝
居
は
好
評
で
、
み
ん

な
芸
達
者
。
昨
年
は
５
か
所
ほ
ど
出
か

け
て
上
演
し
ま
し
た
。

片
山　

黒
木
で
は
ま
ず
は
地
域
の
課
題

の
掘
り
起
こ
し
か
ら
始
め
、「
黒
木
町
に

た
く
さ
ん
の
花
（
華
）
を
咲
か
せ
よ
う
」

と
、
役
場
前
に
花
壇
を
作
り
ま
し
た
。

活
動
資
金
を
ね
ん
出
す
る
た
め
大
藤
ま

つ
り
時
に
「
さ
く
ら
茶
屋
」
を
オ
ー
プ
ン
。

９
月
に
は
２
年
続
け
て
み
や
ざ
き
中
央

新
聞
編
集
長
の
水
谷
謹も

り

人ひ
と

先
生
を
呼
び

講
演
会
を
し
ま
し
た
が
、
分
か
り
や
す

い
内
容
で
好
評
で
し
た
。
当
初
メ
ン
バ
ー

は
区
長
さ
ん
や
農
業
の
男
性
も
入
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
女
性
だ
け
12
～
13
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
誘
っ
て
も
「
お
な
ご
が
つ
よ
な
る

こ
つ
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
と
い
う
言
葉
が
硬
す
ぎ
る
の
で
、

も
っ
と
親
し
み
や
す
い
呼
び
方
を
考
え

た
ら
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

小
川　

男
女
共
同
参
画
と
は
幅
が
広
い

の
で
、
ま
ず
は
身
近
な
こ
と
か
ら
「
こ

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
」
と
い
う
こ

と
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
の
で

は
。
私
た
ち
が
作
っ
た
紙
芝
居
は
「
家

族
編
」「
家
庭
編
」「
職
場
編
」
と
３
部

作
で
す
。
そ
れ
を
見
た
人
た
ち
は
、「
ま

る
で
う
ち
の
こ
と
み
た
い
」
と
共
感
を

持
っ
て
く
れ
ま
す
。

片
山　

紙
芝
居
は
黒
木
で
も
上
演
し
て

い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。
八
女
は
男
性

も
多
く
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
い
き

た
い
で
す
。
私
た
ち
も
馴
染
み
や
す
い

も
の
を
と
、
寸
劇
に
取
り
組
も
う
か
と

ま
ず
は
身
近
な
問
題
か
ら 現

在
、
八
女
市
の
中
で
活
動
し
て
い
る
「
八
女
市
男
女
共
同

参
画
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
と
「
黒
木
町
男
女
共
同
参

画
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会
」
の
代
表
お
二
人
に
「
男
女
共

同
参
画
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
団
体
と
の
連
携
も
試
み
た
い

ま
ず
は
身
近
な
問
題
か
ら
。

八
女
市
男
女
共
同
参
画

地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会　

代
表　

小
川 
栄
一 

さ
ん

黒
木
町
男
女
共
同
参
画

地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会　

代
表   

片
山
恵
美
子
さ
ん

■男女共同参画社会とは……男女共同参画社会とは、

「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ

て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が

確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会

的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に

責任を担うべき社会」です。（男女共同参画社会基本法第2条）

■男女共同参画地域づくり実行委員会とは……福岡県

では地域住民が主体的に取り組む男女共同参画の視点

をもった地域づくり活動を進めており、住民と市町村

が一緒になって、男女共同参画地域づくり実行委員会

を設立。黒木町では平成18年度、八女市では平成19

年度から活動を始めている。

■黒木町男女共同参画地域づくり実行委員会……会

員19人（男性２人、女性17人）

「黒木町にたくさんの花を咲かせよう」運動、大藤まつ

り期間中「さくら茶屋」、講演会などの活動をしている。

■八女市男女共同参画地域づくり実行委員会……会

員12人（男性 5人、女性 7人）

「身近な問題から男女共同参画を」と紙芝居を作成し、

各地へ出向き上演する活動を続けている。

募
集

相
談
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話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
川　

自
分
の
知
っ
て
い
る
人
が
舞
台

に
立
つ
の
は
み
ん
な
興
味
を
持
ち
ま
す

よ
ね
。
堅
苦
し
い
会
議
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
楽
し
み
も
も
た
な
い
と
。
せ
っ

か
く
１
市
２
町
２
村
が
合
併
し
た
の
だ

か
ら
、
今
年
は
旧
町
村
で
１
回
は
紙
芝

居
を
上
演
し
よ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
中
高
生
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
な
内
容
の
紙
芝
居
を
作
り
、
若

い
年
代
か
ら
男
女
共
同
参
画
の
意
識
を

芽
生
え
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ほ

か
の
女
性
団
体
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

片
山　

女
性
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
の
で
、

縄
張
り
意
識
の
よ
う
な
も
の
を
な
く
し

て
、
お
互
い
情
報
交
換
し
て
い
け
ば
、

も
っ
と
良
く
な
る
気
が
し
ま
す
。

小
川　

お
互
い
独
立
性
を
保
ち
な
が
ら

連
携
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
ね
。

小
川　

男
女
共
同
参
画
と
い
う
の
は
難

し
い
こ
と
で
は
な
く
て
、
男
女
に
限
ら

ず
、
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
、
み
ん
な

で
仲
良
く
し
て
お
互
い
を
支
え
あ
っ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

片
山　

男
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

女
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
が
、
両
方
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

例
え
ば
子
ど
も
は
女
性
に
し
か
産
め
ま

せ
ん
が
、
子
育
て
は
男
に
も
で
き
る
。

食
べ
た
茶
碗
を
流
し
に
つ
け
て
も
ら
う

だ
け
で
も
洗
う
ほ
う
は
助
か
る
。
深
く

考
え
ず
、
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
と
き

に
、
で
き
る
人
が
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

黒
木
で
は
講
演
会
の
あ
と
に
全
世
帯
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
若
い
人
は
「
協
力
す
る
の
は
当
た
り

前
」
と
の
意
識
が
高
い
よ
う
で
す
が
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
抵
抗
感
が
あ

る
よ
う
で
す
ね
。

小
川　

「
男
の
く
せ
に
」
と
か
「
女
の
く

せ
に
」
と
か
、
見
た
目
を
気
に
す
る
の

は
も
う
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
紙
芝
居

は
上
演
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
に
は
、
ど
こ
に
で
も
行
き

ま
す
。
今
年
は
、
も
っ
と
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
、
紙
芝
居
を
ぜ
ひ
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
実
現
の
た
め
に

　

「
国
民
一
人
一
人
が
や
り
が
い
や
充

実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕
事
上

の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家
庭

や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子

育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生

の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方

が
選
択
・
実
現
で
き
る
社
会
」
を
目

指
し
て
、
国
全
体
で
推
進
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
八
女
市
に
お
い
て

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

実
現
を
目
指
し
て
、
平
成
21
年
度
に

市
内
の
病
院
・
企
業
等
10
か
所
を
八

女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
男
女
共

同
参
画
社
会
推
進
協
議
会
が
中
心
と

な
り
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

〈
八
女
市
内
病
院
・
企
業
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
取
り
組
み
事
例
〉

・
託
児
所
を
設
置
。
保
育
料
の
一
部

は
事
業
主
で
負
担
。

・
年
間
３
回
の
授
業
参
観
等
の
た
め

の
休
暇
を
認
め
て
い
る
。

・
子
育
て
中
の
社
員
に
勤
務
時
間
短

縮
等
を
実
施
。

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で

「
深
く
考
え
ず
、
で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
人
が
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
」　
片
山
さ
ん

「
男
女
共
同
参
画
と
は
、
み
ん
な
で
お
互
い
を
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
」　
小
川
さ
ん

〈ストーリー〉

麦子さんは農家に嫁い

で 15 年、 現在 40才。

　黒木町男女共同参画地域づくり実行委員

会では20年度と21年度、みやざき中央新

聞編集長の水谷謹人さんを招き、「目からウ

ロコの男女共同参画！男と女の夢未来」との

演題で講演会を開催しました。水谷さんの

話は分りやすく、事後アンケートでは「夫婦

で話を聞けばよかった」「魔法の言葉を実施

します」などの感想が寄せられました。

八女市男女共同参画地域づくり事業で紙芝居を作製

黒
木
町
男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り
講
演
会

身近な問題を紙芝居で表現

今
日
か
ら
始
め
よ
う
、
ま
ほ
う
の
言
葉

企業訪問時の様子（柳病院）

夫と２人の子ども、夫のお母さんの 5人家族で、麦子

さんは結婚以来、農作業のほかに家事、育児のほとん

どを担ってきました。農作業を終えて、夕飯の支度で

台所に立っている時、いつも家族は居間でゴロンと横に

なってテレビを見ています。年々疲れが取れにくくなっ

ている麦子さんにとって、その光景がイライラの対象に

なっていました。ある日、麦子さんは思い切って夫に家

事を手伝って欲しいと頼みました……。　　

あ
な
た
も
男
女
共
同
参
画
地
域
づ

く
り
実
行
委
員
会
で
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
人
は

八
女
市
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学

習
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

だれもがうなずいた「家

庭編」麦子さんの物語

～農家に嫁いで～を紹

介します。

ありがとう うれしい

感謝します
ごめん

ツイてる

今日から始める男女

共同参画のための

口癖(まほうの言葉）

八女市男女共同参画地域づくり実行委員会では、

地域の会合やサロン、サークル、グループなどに

出向いて紙芝居を上演しています。紙芝居は「家

族編」家庭編」「職場編」と３部あります。



第27回八女茶山唄
日本一大会

八女茶山唄は、江戸末期から歌い継

がれている茶揉み唄です。２０５人の参

加者が５つの部門に分かれ自慢の喉を競い合います。

◉日時＝６月６日（日）　９時開会

◉会場＝八女市黒木体育館

◉内容＝①少年少女の部 ②青年の部（50歳以下）予選・

決勝 ③壮年の部（65歳未満）予選・決勝 ④高年の部

（65歳以上）予選・決勝 ⑤寿年の部（75歳以上）予選・

決勝 ⑥各部門優勝者によるグランプリ戦

◉問い合わせ＝黒木総合支所産業経済課商工観光係

（☎４2・１１１５）

とびだせ星の探検隊・お茶の
こ彩々棚田組
◉日時＝①棚田の初夏　６月１３日（日）９時30分～

15時30分　②棚田の夏　７月１１日（日）９時～ 15時

30分

◉会場＝八女市星野村鹿
ろ く り

里地区

◉内容＝①「田植え」「稲を育てよう」②「田んぼの生

き物たち」「田の草取り」「流しそうめん」、その他自然

体験活動

※年間を通して参加すると「Ｊｒ．お米学士」に認定

◉参加費＝３５００円（昼食、指導費、資料代、保険料他）

※保護者は昼食代の実費をお願いします。

◉対象・定員＝小学１年～中学３年まで　各回15人

◉募集期間＝６月１日から先着順。電話受け付け、イン

ターネット（パソコン・携帯）からも可能です。

◉問い合わせ＝財団法人星のふるさと事務局・土居さ

ん（☎３１・５５８８）

田植え体験交流事業
広内・上原地区の棚田は、「日本の棚田百選」にも選ば

れた最も美しい棚田です。あなたもこの棚田の景観を守

るため、家族や友だちと参加してみませんか！

◉日時＝６月２７日（日）９時３０分集合　※雨天決行

◉集合場所＝八女市星野村耳納館

◉募集人員＝１００人程度

◉参加費＝大人（中学生以上）１０００円・子ども（小

学生）５００円（昼食代、温泉の入浴代含む）

◉申込締切＝６月２３日（水）

※定員になり次第締め切ります。

◉申込・問い合わせ＝広内・上原地区棚田保存実行

委員会（八女市役所星野支所商工観光係内）☎５２・

３１１４

イベント情報

黒
木
大
藤
ま
つ
り
が
４
月
17
日
㈯
～
５
月
５
日
㈷
ま
で
19
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
約
22
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
４
月
15
日
㈭
に
は
ま
つ
り
に
先
立
ち
、
藤
の
花
神
酒
召
せ
の
式

典
が
、
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し
て
素
盞
嗚
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
事
の
神
酒
そ
そ
ぎ
の
儀
で
は
、
三
田
村
市
長

ら
が
樹
齢
６
０
０
年
を
誇
る
株
の
根
元
に
藤
の
開
花
と
ま
つ
り
の
成

功
を
願
い
御
神
酒
を
注
ぎ
ま
し
た
。

今
年
の
大
藤
は
４
月
末
か
ら
見
ご

ろ
を
迎
え
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま

で
、
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
藤
の
花
の
下
で
写

真
を
撮
っ
た
り
、
弁
当
を
広
げ
た
り

と
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

川
風
に
た
な
び
く
藤
の
花　
黒
木
大
藤
ま
つ
り

大藤にお神酒をそそぐ関係者

立
花
町
北
山
地
区
で
男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ
祭
り
が
、
４
月

24
日
㈯
～
25
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
男
ノ
子
焼
の
里
は
、
江
戸
時
代
に
柳
河
藩
の
御
用
窯
だ

っ
た
男
ノ
子
焼
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
建
て
ら
れ
た
よ
し
ぶ
き
屋
根
の

建
物
。
建
物
内
で
は
、
陶
器
の
展
示
販
売
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人

が
陶
器
を
一
つ
一
つ
手
に
取
り
な
が
ら
、
好
み
の
陶
器
を
え
ら
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
畑
一
面
に
は
、
う
す
紫
色
の
レ
ン

ゲ
の
花
が
咲
き
ほ
こ
り
、
多
く
の
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
地
域
住
民
に
よ
る
季
節

の
野
菜
や
特
産
品
販
売
、
も
ち
つ
き
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

レ
ン
ゲ
の
花
に
囲
ま
れ
て　
男
ノ
子
焼
の
里
れ
ん
げ
祭
り

レンゲ畑を歩く近くの学童保育所の児童
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八女支店

（八女市広報H22.6）
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102

23 5

30

▽
革
細
工
（
松
尾 

龍
一
）
▽
彫
金
（
入

部 

一
臣
）
▽
建
具
（
片
小
田 

勇
）

▽
木
工
（
馬
場 

勝
と
し
）
▽
草
木
染
・

織
り
（
大
坪 

惠
美
）
▽
家
具
（
関
内 

潔
）

▽
木
の
お
も
ち
ゃ
（
隈
本 

知
伸
）

▽
漆
工
芸
（
山
下 

祐
司
）
▽
和
紙
（
小

野 

加
代
）
▽
木
彫
（
高
田 

晋
平
）

⃝
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94

番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
３
・
４

３
１
１
）

八女支店

（八女市広報H22.6）

102

23 5

30

 

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

 

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

４
月
末
現
在
累
計
額
＝
６
７
３
万
４
８
６
７
円

人
権
擁
護
委
員
に

 

中
村 

信
夫 

さ
ん

⃝
福
島
中
学
校
へ

▽
福
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
＝
図
書
55
冊

⃝
八
女
市
教
育
委
員
会
へ

▽
㈱
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
・
㈱
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
・
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
・
第
一
生
命
保

険
相
互
会
社
＝
交
通
事
故
傷
害
保
険
付
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン

　

今
回
、
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、
八
女
地

区
で
活
躍
す
る
様
々
な
分
野
の
創
作
家
の
作

品
を
、
３
回
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。
自
然

の
恵
み
と
、
作
品
を
形
作
る
職
人
の
技
術
の

共
演
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
水
車
杉
線
香
（
馬
場 

猛
）
▽
櫨
蝋
燭
（
荒

木 

眞
治
）
▽
天
然
樟
脳
（
内
野 

清
一
）

創
作
家
の
作
品
展

「
木
の
惠
展　

櫨
・
杉
・
楠
」

　

６
月
１
日
火　
　

16
日
水

「
男
の
仕
業
三
人
展
」

　

６
月
18
日
金　
　

23
日
水

「
木
の
惠
展
」

　

６
月
25
日
金　
　

30
日
水

6 月の
横町町家
交流館の
催し

　

風
、
集
中
豪
雨
等
の
風
水
害
は
、
毎

年
の
よ
う
に
我
が
国
の
広
い
地
域
で

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

局
地
的
大
雨
に
よ
り
中
小
河
川
が
急
に
増
水

し
災
害
を
引
き
起
こ
す
事
例
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
７
月
下
旬
に
西
日
本
の

各
地
で
集
中
豪
雨
が
発
生
し
（
平
成
21
年
７

月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
）
、
山
口
県
や
福

岡
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

風
水
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
に
は
、
防
災
機
関
の
活
動
の
み
な
ら

ず
、
住
民
自
ら
の
災
害
に
対
す
る
日
常
の
備

え
が
不
可
欠
で
す
。
大
雨
や
強
風
が
予
想
さ

れ
る
場
合
の
家
の
内
外
の
備
え
、
避
難
場
所

の
確
認
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
な
ど
、

自
ら
が
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

考
え
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平成22年4月1日付で、

中村信夫さん（立花町）

が八女市人権擁護委員と

して法務大臣から委嘱（再

任）されました。人権擁護

委員は、人権問題につい

て相談を受けるなど、積極

的な活動を行っています。

お気軽にご相談ください。

風水害への備えは大丈夫？　八女消防本部（☎ 24・0119）

台

「子ども手当の現況届」
を提出してください

　子ども手当の受給者は、児童手当同様、毎年１

回の子ども手当の現況届の提出が義務づけられて

います（現況届の必要な人には子育て支援課から

圧着ハガキを6月1日付けで送付）。子ども手当

現況届の提出をしないと、６月以降の手当を受け

ることができなくなりますのでご注意ください。

〈受付日〉6月 16日㈬・17日㈭・18日㈮

〈受付場所・受付時間〉

◦八女市役所  １階 102会議室   9時～ 19時

◦黒木総合支所 １階第２相談室 9時～ 17時

◦立花支所　101会議室        　 9時～17時

◦上陽支所 市民生活福祉課窓口9時～ 17時

◦矢部支所 市民生活福祉課窓口9時～ 17時

◦星野支所 市民生活福祉課窓口9時～ 17時

※現況届は本庁・支所どこででもできます。

〈持参するもの〉①送付したはがき　②印鑑　

③受給者の健康保険証の写し（表面のコピー）

④児童と別住所の場合は、児童の住民票謄本

※公務員は勤務先にお問い合わせください。

〈問い合わせ〉子育て支援課（☎ 23・1351）

重要！
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
素
朴
な

疑
問
な
ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ
の
は
が
き
」

は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接

ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理

し
、
市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
る
意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

ひ
と
と
き
を
藤ふ

じ

の
香か

を

り
に
酔よ

ひ
し
る
る 

苔こ
け

衣
ご
ろ
も

纏ま
と

ふ
石せ

き
ぶ
つ仏

新し
ん
じ
ゅ
こ
う

樹
光

嬰や
や

抱だ

き
て
花は

な

の
吹ふ

ぶ

き雪
を
浴あ

び
に
け
り

鞍く
ら
ま
で
ら

馬
寺
「
あ
」「
う
ん
」
の
虎
に
花
の
雨

棹さ

し
下く

だ

る
川か

わ

も面
に
映は

ゆ
る
花は

な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲

去さ

る
人ひ

と

の
故ゆ

へ

は
問と

ふ
ま
じ
春は

る

の
風か

ぜ

走は
し

り
茶ち

ゃ

や
手て

も
み
の
香か

を

り
あ
ふ
れ
を
り

八
女
紫し

苑お

ん

の
会

松
延
み
さ
と

牛
島　

景
子

中
川
原
篤
子

松
﨑　

伸
子

井
上
ト
シ
子

三
輪
ウ
ラ
子

堤　

多
鶴
子

　

八
女
中
央
公
民
館
が
完
成
し
、「
八
女
市
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
２
」
と
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
さ
ら
に

建
設
中
の
建
物
は
、「
八
女
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

１
」
だ
そ
う
で
す
が
、
混
乱
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。「
２
」
を
今
ま
で
の
と
お
り
「
中
央
公
民
館
」

と
呼
ぶ
の
に
は
不
都
合
が
あ
る
の
で
す
か
。
ま
た
、

「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
い
か
に
も
お
役
所
的
な
硬
い

呼
称
で
す
。
親
し
み
の
あ
る
、
八
女
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
愛
称
を
募
集
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
70
歳
代
・
男
性
）

　

ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
公
民
館
と
し
て
建

設
さ
れ
た
施
設
で
は
な
い
た
め
、「
中
央
公
民
館
」

と
名
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
※
公
民
館
講

座
は
開
催
さ
れ
ま
す
）
。
ご
意
見
の
と
お
り
「
交

流
セ
ン
タ
ー
」
は
硬
い
印
象
で
あ
り
、
ま
た
合
併

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
立
花
・
星
野
・
黒
木
に
も
「
交

流
セ
ン
タ
ー
」
と
名
前
が
入
っ
た
施
設
が
い
く
つ
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
愛
称
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
募
集
開
始
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
親
し
み
の
あ
る
よ
い

愛
称
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

　

以
前
よ
り
八
女
中
央
公
民
館
で
ヨ
ガ
教
室
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
修
理
が
完
成
し
建
物
が
き
れ

い
に
な
っ
た
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
ス
ペ
ー

ス
が
狭
く
な
り
ま
し
た
。
総
メ
ン
バ
ー
が
50
人
ほ

ど
で
、
毎
回
40
人
ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
十

分
に
手
足
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ヨ
ガ

は
健
康
増
進
・
維
持
に
も
効
果
が
あ
り
、
医
療
費

削
減
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
建

設
中
の
「
交
流
セ
ン
タ
ー
１
」
の
中
に
、
ぜ
ひ
50

人
ほ
ど
が
使
用
で
き
る
部
屋
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
70
歳
代
・
女
性
）

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
改

交
流
セ
ン
タ
ー
に
50
人
ほ
ど
が

利
用
で
き
る
部
屋
を
要
望
し
ま
す

装
で
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
位
置
や
ト
イ
レ
の
利

用
の
た
め
、
以
前
の
和
室
の
中
央
部
分
に
通
路
が

通
っ
た
形
と
な
り
、
和
室
１
部
屋
の
面
積
が
46
平

方
メ
ー
ト
ル
と
以
前
の
半
分
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
勢
の
人
数
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た

皆
様
に
と
っ
て
は
利
用
し
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
建
設
中
の
「
交
流
セ
ン
タ
ー
１
」
へ
広
い

部
屋
を
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
階
に
77
平
方

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
部
屋
が
で
き
る
予
定
で
す
。
和

室
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
は
ほ
か
の
会
議
室

と
違
い
床
が
板
張
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ヨ
ガ

の
よ
う
な
室
内
体
操
に
も
対
応
で
き
る
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
お
待
た
せ
し
ま
す
が
、
完
成
し
ま
し
た

ら
こ
ち
ら
の
部
屋
の
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
）

交
流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を

募
集
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.6）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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６月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平日 10時～ 20時

　　　　　　　　　　土日祝10時～ 18時

上陽分館 ☎54・3131

黒木分館 ☎42・0400

立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9時～ 17時 30分

矢部分館 ☎47・2258

星野分館 ☎52・3112

図書館だより

⑱Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　

ホ
タ
ル
の
ふ
る
さ
と
立
花
町
上
辺

春
で
は
、
今
年
度
か
ら
ホ
タ
ル
ま
つ
り

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
地
域
の
人
も
見
物

客
も
共
に
楽
し
め
る
祭
り
に
し
よ
う

と
、
月
足
さ
ん
た
ち
地
元
の
実
行
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。

「
長
年
開
催
さ
れ
て
き
た
『
新
茶
と
ホ

タ
ル
ま
つ
り
』
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
、
若
者
を
中
心
と
し
た
新
し
い

企
画
を
取
り
入
れ
、『
辺
春
ホ
タ
ル
ま

つ
り
』
と
し
ま
し
た
。
17
時
か
ら
19
時

30
分
の
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ム
は
地
域
の
い

ろ
ん
な
団
体
の
発
表
の
場
、
19
時
30

分
か
ら
21
時
ま
で
は
ホ
タ
ル
観
賞
タ

イ
ム
と
し
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
観
賞
に
は
、

ガ
イ
ド
が
ホ
タ
ル
の
多
く
出
て
い
る
支

流
ま
で
ご
案
内
し
ま
す
」

　

手
作
り
の
ま
つ
り
の
た
め
、
地
域
で

協
賛
金
を
集
め
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
出
演
、

バ
ザ
ー
出
店
を
お
願
い
し
た
り
と
奔
走

の
日
々
で
す
が
、「
地
域
の
温
か
さ
を

感
じ
る
」
と
月
足
さ
ん
。
駐
車
場
係
や

会
場
整
備
な
ど
は
、
新
茶
と
ホ
タ
ル
ま

つ
り
を
主
催
し
て
い
た
地
域
活
性
化
会

議
が
協
力
。
ま
た
、
バ
ザ
ー
売
上
金
の

一
割
を
い
た
だ
い
て
、
ホ
タ
ル
保
護
活

動
や
環
境
保
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
今
春
、
辺
春
地
区
に
は
小
学
校
も
な

く
な
り
、
寂
し
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
で
も
子
ど
も
た
ち
は
辺
春

の
自
然
の
中
で
遊
ん
で
い
ま
す
。
今
こ

そ
へ
き
地
の
力
を
発
揮
し
、
地
域
の
良

さ
を
み
ん
な
で
見
直
し
て
い
き
た
い
で

す
。
辺
春
ホ
タ
ル
ま
つ
り
に
は
、
地
元

限
定
の
特
産
品
も
多
数
出
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

辺
春
ホ
タ
ル
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る   
月
足  

教た

か

信の
ぶ

さ
ん
（
上
辺
春
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜及び祝・休日、最終金曜日

7㈪、14㈪、21㈪、25 ㈮、28㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日

7㈪、 14㈪、 21㈪、 28㈪
25㈮★は館内整理日のため休館

図書館の休館日

６月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「ステージ部門にはインドの踊りも登場しま
す。子どもからお年寄りまで、みんなで楽
しめるまつりにします」と月足さん。

ホタルまつりを

地域と共に盛り上げる

　絵本や紙芝居など親子

でお楽しみください。

♥本館　〈日時〉5日、12日、

19 日、 26日

※いずれも土曜日14時～

〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　

〈日時〉12日㈯11時～

〈場所〉おはなしコーナー

6 月のよみきかせ
　

星
野
分
館
は
、
緑
の
山
々
と
澄
ん

だ
空
を
な
が
め
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
本
を
読
め
る
場
所
で
す
。
あ
ま
り

広
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
親
子
で
楽
し

め
る
絵
本
や
児
童
書
を
そ
ろ
え
、
畳

や
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
で
く
つ
ろ
い
で

読
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
本
屋
さ
ん
が
遠
い
の
で
、

こ
う
い
う
場
所
が
あ
っ
て
う
れ
し
い

な
」
と
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
「
走
る
！
夢
の

ぶ
っ
く
ら
ん
ど
号
」
は
、
星
野
村
の

地
域
や
保
育
園
・
小
中
学
校
・
施

設
等
を
ま
わ
り
今
年
巡
回
8
年
目

に
な
り
ま
す
。
各
地
で
移
動
図
書

館
車
が
来
る
の
を
予
定
時
間
に
あ

わ
せ
て
待
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

分
館
で
は
、
不
定
期
で
す
が
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
夢
の
扉
」
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
図
書
ま
つ
り
や
お
は
な

し
会
な
ど
の
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
を
あ
げ
て
読
書
推

進
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成
18
年

度
に
県
民
文
化
祭
・
平
成
20
年
度

に
県
読
書
推
進
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

6月のあかちゃんよみきかせ

　0歳～ 2歳児を対象によみき

かせやわらべうたなどをします。
♥本館　

〈日時〉16日㈬11時～

〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館

〈日時〉24日㈭ 11時～

〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜及び祝・休日、最終金曜日

1㈫、8㈫、15 ㈫、22 ㈫、25 ㈮、29 ㈫

辺
春
ホ
タ
ル
ま
つ
り

◦
日
程
＝
５
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
、

６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

◦
時
間
＝
〈
イ
ベ
ン
ト
タ
イ
ム
〉
17
時

～
19
時
30
分
〈
ホ
タ
ル
観
賞
タ
イ
ム
〉

19
時
30
分
～
21
時

◦
会
場
＝
長
瀬
公
園
付
近

◦
問
い
合
わ
せ
＝
野
中
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
８
２
２
５
・
０
７
８
７
）
月
足
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
８
４
１
４
・
１
７
８
８
）

八女市立図書館

星野分館
分館
紹介

　星野支所 2階

よ
み
き
か
せ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
！

本
館
の
６
月
の
テ
ー
マ
図
書
《
一
般
》
気
象
・
時
間
《
児
童
》
虫
歯
・
雨

本館のみ

毎
週
土
曜
日
の
よ
み
き
か
せ
の
参
加
者
に
は

ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を

12
個
集
め
る
と
バ
ッ
グ
が
も
ら
え
ま
す
。

く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
本
を
楽
し
め
ま
す
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飲む安心
水道に寄せる信頼

　

杉
を
切
っ
た
あ
と
の
植
林
を
、
河
口
の

漁
協
の
人
た
ち
が
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
山

桜
や
ケ
ヤ
キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
落
葉
樹
を

植
え
、
下
草
刈
り
の
作
業
を
地
元
と
一
緒

に
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
々
は
降
っ
た

雨
水
を
た
め
て
お
く
保
水
力
が
杉
よ
り
も

強
く
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぎ
ま
す
。
下
草

刈
り
は
そ
れ
ら
の
幼
木
を
守
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
作
業
で
、
夏
の
暑
い
時
期
の
作

業
と
な
り
ま
す
。
こ
の
交
流
は
、
矢
部
村

と
大
和
漁
協
か
ら
始
ま
り
、
星
野
村
と
柳

川
市
に
広
が
り
、
学
校
間
の
交
流
へ
と
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の
「
水
の
会
」

と
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
い
る
の
で
す
。

　

元
に
住
ん
で
い
る
も
の
に
と
っ
て
森

は
体
の
一
部
の
よ
う
な
も
の
で
、
荒

れ
て
い
る
の
を
見
る
の
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

し
か
し
地
域
の
高
齢
化
が
進
み
、
か
つ
て
の

よ
う
に
杉
が
「
金
に
は
な
ら
な
い
」
時
代
で

も
あ
り
、
地
元
の
努
力
だ
け
で
守
っ
て
い
く

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
助
力
は
有

難
い
申
し
出
で
し
た
。
広
大
な
杉
林
か
ら
す

れ
ば
わ
ず
か
な
地
域
の
取
り
組
み
に
過
ぎ

ま
せ
ん
が
、
何
よ
り
も
交
流
す
る
中
に
心

に
ふ
れ
、
よ
り
豊
か
な
森
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

り
生
産
者
に
と
っ
て
、
有
明
海
の

潮
の
流
れ
や
栄
養
の
状
態
は
、
暮

ら
し
に
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く
問
題
で
す
。

の
り
は
海
水
の
中
の
栄
養
で
育
つ
か
ら
で

す
。
そ
の
栄
養
は
、
上
流
か
ら
流
れ
こ
む

水
が
運
ん
で
来
ま
す
。
豊
か
な
森
を
作
る

の
は
、
人
ご
と
で
は
な
い
の
で
す
。
森
に
は

数
班
に
分
け
て
、
交
代
で
出
か
け
て
い
ま

す
。
自
分
た
ち
が
植
え
た
木
に
出
会
う
の

は
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
上

流
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
ゴ
ミ
は
頭
の
痛

い
問
題
で
す
。
対
策
と
し
て
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
を
幾
重
に
も
張
っ
て
、
の
り
漁
場
に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
取
り
除
く
た

め
に
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ゴ
ミ

を
流
し
た
人
は
、
そ
の
ゴ
ミ
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

は
森
に
入
る
と
、
お
ご
そ
か
な
気

持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
、「
山
に
は
、
神
様
が
住
ん
で
い
る
。

そ
の
神
様
が
、
川
を
伝
っ
て
わ
た
し
た
ち

の
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
来
る
。
だ
か
ら
、

川
を
き
れ
い
に
し
な
い
と
神
様
は
お
り
て

こ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖

化
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
国
を
あ
げ

て
の
取
り
組
み
に
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

①
６
月
15
日
㈫
19
時
30
分
～
八
女
文
化
会
館　

〈
内
容
〉
開
講

式
、
し
ょ
う
が
い
者
（
児
）
に
関
す
る
問
題
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ｍ
ｉ
о
ｒ
ｉ
カ
ル
テ
ッ
ト
（
弦
楽
四
重
奏
）

〈
講
師
〉
久
保
頭
美
織
さ
ん
（
陽
だ
ま
り
の
里
音
楽
療
法
士
）　

②
７
月
23
日
㈮
19
時
30
分
～
社
会
福
祉
会
館
〈
内
容
〉
同
和

問
題
・
い
の
ち
と
仕
事
～
い
の
ち
を
い
た
だ
き
ま
す
～

〈
講
師
〉
坂
本
義
喜
さ
ん
（
熊
本
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
解
体
技
術
員
）

③
８
月
18
日
㈬
19
時
30
分
～
〈
内
容
〉
子
ど
も
の
人
権
・
不
登

校
か
ら
見
え
る
子
ど
も
の
人
権

〈
講
師
〉
高
田
美
穂
さ
ん
（
小
郡
市
教
育
委
員
会
）

④
９
月
15
日
㈬
19
時
30
分
～
社
会
福
祉
会
館
〈
内
容
〉
病
気

に
関
す
る
人
権
問
題
・
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
学
ぶ

〈
講
師
〉
田
村
朋
久
さ
ん
（
国
立
療
養
所
長
島
愛
生
園
学
芸
員
）

⑤
９
月
22
日
㈬
19
時
30
分
～
社
会
福
祉
会
館
〈
内
容
〉
高
齢

者
の
人
権
・
認
知
症
の
早
期
発
見
・
予
防
と
治
療
〈
講
師
〉
森

田
喜
一
郎
さ
ん
（
久
留
米
大
学
高
次
脳
疾
患
研
究
所
教
授
）

⑥
10
月
６
日
㈬
19
時
30
分
～
社
会
福
祉
会
館
〈
内
容
〉
女
性
に

関
す
る
人
権
問
題　

Ｄ
Ⅴ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被

害
の
心
理
的
影
響
〈
講
師
〉
富
田
伸
さ
ん
（
富
田
醫
院
理
事
長
）

⑦
10
月
20
日
㈬
19
時
30
分
～
社
会
福
祉
会
館
〈
内
容
〉
閉
講
式
、

同
和
問
題
・
被
差
別
体
験
を
聞
き
学
習
を
深
め
る
※
講
師
未
定

《
合
同
》
10
月
17
日
㈰  

朝
倉
郡
筑
前
町
〈
内
容
〉
平
和
へ
の
願

い　

大
刀
洗
飛
行
場
を
訪
ね
て
〈
講
師
〉
高
田
八
郎
さ
ん

①
６
月
10
日
㈭
19
時
～
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
〈
内
容
〉
高
齢

者
の
人
権
問
題　

み
ん
な
で
認
知
症
を
考
え
ま
し
ょ
う
〈
講
師
〉

鍋
嶋
光
二
さ
ん
（
あ
す
か
介
護
サ
ー
ビ
ス
代
表
）

※
開
催
日
並
び
に
内
容
な
ど
は
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
い
の
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
に
守
ら
れ
て
い
る

豊
か
な
海
は
森
が
育
て
る

人
権
と
は
、
人
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
犯
す
こ
と
の
で
き
な
い
か
け
が
え
の
な
い
権
利

で
す
。
そ
の
暮
ら
し
を
お
び
や
か
す
環
境
問
題
は
深
刻
な
人
権
問
題
と
い
え
ま
す
。
新
八
女

市
の
広
大
な
地
域
を
脈
々
と
流
れ
る
矢
部
川
の
源
流
と
河
口
に
暮
ら
す
人
々
が
、
手
を
取
り

合
い
、
森
を
育
て
て
い
る
取
り
組
み
が
、
わ
た
し
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
育
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
か

人
権
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
だ
れ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
受
講
料
無
料

◦
人
権
・
同
和
教
育
課
（
☎
２
３
・
２
０
７
４
）

旧
町
村
で
こ
の
ほ
か
に
６
回
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
人
権
・
同
和
教
育
課
（
☎
２
３
・
２
０
７
４
）

人権セミナー
やめ２０１０

巡回
人権セミナー
やめ２０１０

「
源
流
に
暮
ら
す

人
々
の
お
も
い
」

「
河
口
に
暮
ら
す

人
々
の
お
も
い
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
」

◦
八
女
森
林
組
合　

北
原
徳
己
さ
ん

◦
有
明
海
共
販
漁
連　

石
橋
浩
三
さ
ん

◦
Ｎ
Ｐ
О
法
人

有
明
海
（
柳
川
）
工
藤
徹
さ
ん

地の

私
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八
女
市
の
上
水
道
は
、
平
成
５
年

４
月
か
ら
給
水
を
開
始
し
、
15
年
の

歳
月
を
経
て
、
昨
年
３
月
に
旧
八
女

市
（
一
部
丘
陵
地
帯
を
除
く
）
全
域

が
給
水
可
能
区
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
女
市
の
上
水
道
普
及
率
は
平

成
20
年
度
末
で
約
66
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
（
福
岡
県
92
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
・

全
国
97
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
福

岡
県
の
普
及
率
と
比
較
し
て
低
い
状

況
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
上
水
道
整

備
以
前
か
ら
個
人
井
戸
や
共
同
井

戸
等
を
使
用
し
て
い
る
人
が
多
い
た

め
で
す
。

　

上
水
道
は
、
市
民
が
健
康
で
快
適

な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
水
道
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
水
質

検
査
を
実
施
し
、
い
つ
で
も
安
心
し

て
飲
め
る
水
を
皆
様
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

環
境
の
変
化
に
伴
う
地
下
水
位

の
低
下
や
、
水
質
の
悪
化
が
心
配
さ

れ
る
中
、
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
た

地
区
で
ま
だ
上
水
道
に
加
入
し
て
い

な
い
人
は
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

上
水
道
加
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

給
水
設
置
工
事
（
水
道
の
新
設
、

改
造
、
修
繕
、
撤
去
）
は
、
水
道
法
に

よ
り
指
定
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
指
定
事
業
者
は
左
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
一
覧
表
の
ほ
か
に
、
市
か
ら
指
定
を

受
け
て
い
る
市
外
の
事
業
者
が
86
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
裂
し

た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
措

置
を
し
て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者

（
有
料
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
っ
越
し
の
と
き
に
は
水
道
の
開

始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
開
始
・
中
止
の
２
～
３

日
前
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
止
の
際
は
、
水
道
料
金
の
精
算

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
を
し

な
い
と
水
道
を
使
用
し
て
い
な
く
て

も
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
院
や
出
張
な
ど
に
よ
り
長
期

不
在
（
最
低
半
月
）
の
場
合
は
、
水

道
使
用
の
一
時
中
止
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》

☎
２
３
・
１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》

☎
２
３
・
１
１
０
７

飲む安心

指定工事業者名 所在地 電話番号

丸谷商事 西京町 ２３・４１１８

千代田工業㈱ 北平塚 ２２・４３０７

㈱中村 龍ヶ原 ２３・３１５８

牛島電機工業㈱ 大正町 ２４・２１７１

㈲井手プロパン商会 大　島 ２３・３０６５

八女食糧販売㈱ 納　楚 ２３・２１６６

㈲岩本住設 上吉田 ２２・４７１８

㈲スミ設備工業 川　犬 ２２・５４６５

ＥＭ田中 鵜　池 ２２・４３１９

永松設備 納　楚 ２２・７７５３

㈱牛島住設 馬　場 ２２・４０９７

㈲タナカエンジニア 龍ヶ原 ２４・３１４７

吉田ボーリング工業 西矢原 ２４・４７４３

㈲橋村住設 田　本 ４２・００９６

㈲角屋 北川内 ５４・３３１８

電’sタカヤマ 谷　川 ３７・００６２

清香設備工業㈱ 蒲　原 ２２・７８８８

川口ガス住設 忠見北 ２３・７６６７

野田ホームガス設備 大　籠 ２２・３０１５

大石設備 室　岡 ２３・０８４８

㈲今村住設 下辺春 ３７・０３１６

㈲立花電工 北　山 ２３・１５３３

マルタ電器 谷　川 ３７・０２５６

㈱九電工八女営業所 蒲　原 ２３・２４５６

牛島燃料店 上津江 ２２・２８６９

田中設備 白　木 ３５・０８４５

三宅設備 下津江 ２３・２３６８

㈲牛嶋住興 山　崎 ２２・６６１１

馬場燃料店 南馬場 ２２・４０６０

原管工 谷　川 ３７・０６９２

㈲八女衛生社 上吉田 ２３・５４３５

㈲住環境総合開発 桑　原 ４２・１１８５

橋爪食糧販売店 上吉田 ２２・２７６７

ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５

ケア設備梅野 本　分 ４２・３４５０

㈱ライフ・２１ 立　野 ２４・２５１０

㈲村口電工 久木原 ５４・２２７８

㈱高田電気 北川内 ５４・２０４９

ミスミデンキ 北川内 ５４・２１４３

㈲井上商店住設部 北川内 ５４・２１６５

㈲ヤマト 北川内 ５４・２１２５

西木テレビサービス 久木原 ５４・３２０８

仁田原商店 大　淵 ４５・００３５

㈲クリハラ管工事 北　山 ２２・５９７１

甲木工事店 山　崎 ２３・１４１５

モリアキ建設㈲ 本　分 ４２・３８２７

不動設備工業㈱ 立　野 ２５・２５８０

大坪（博通）建設 蒲　原 ２２・５６１２

西村住設 本 ２３・１３３７

㈱桐明組 柳　島 ２４・３３５５

平島設備 田　形 ３７・１０２５

水環境企画・一究 吉　田 ２２・５１０９

德住工業 今　福 ２４・５２６２

ともけい設備 大　島 ２２・３５６４

創水 稲　富 ２３・０１８３

㈲弥栄工業 北　山 ２３・１１９８

三和住宅設備 本　分 ４２・４０５１

合柴尾電気商会 桑　原 ４２・１１８３

馬渡設備工業 北木屋 ４２・１３３５

㈲椿原住宅設備 黒　木 ４２・０２６９

椿原住宅設備工事部 黒　木 ４２・１２３７

㈲穴見商会 桑　原 ４２・０１３０

和興住宅設備 北木屋 ４５・０８７９

水道に寄せる信頼

水道週間は、水道について市民の皆さんに、関心を持っ

ていただくこと、また公衆衛生の向上と生活環境の改

善を図ること等を目的に昭和３４年に設けられました。

普段、何気なく使用している水道水について、この機

会に考えてみましょう。

６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
事
業
者
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

上
下
水
道
局
で
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

①
一
般
家
庭
の
水
質
検
査

②
浄
水
器
な
ど
の
販
売
・
貸
し
出

し
・
あ
っ
せ
ん

③
給
水
管
の
清
掃

▼水道指定事業者（平成 22 年 5 月 1 日現在※指定順）
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黒
木
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
（
堤
善
俊
代

表
）
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
黒

木
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
、
小
学
生

か
ら
年
配
者
ま
で
卓
球
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
テ
レ
ビ
西
日

本
か
ら
、
最
高
齢
の
加
藤
ニ
ト
リ
さ

ん
（
91
歳
）
の
卓
球
の
取
材
が
あ
り

ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
た
い
へ
ん
朗
ら
か
で
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
い
ま
す
。「
体
を

動
か
す
の
が
好
き
。
こ
こ
に
来
る
と

楽
し
い
」
と
笑
顔
で
話
す
加
藤
さ
ん
。

体
育
協
会
卓
球
部
で
は
「
ピ
ン
ポ
ン

こ
ろ
り
」
を
合
言
葉
に
、
市
民
が
い

つ
ま
で
も
元
気
に
ピ
ン
ポ
ン
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
卓

球
を
推
進
し
ま
す
。
今
後
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
卓
球
教
室
」
や
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

講
座
」
を
計
画
し
ま
す
。

八
女
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
黒
木
町
笠
原
の
霊

巌
寺
で
、
５
月
２
日
㈰
に
献
茶
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
茶
の
種
子
を
中
国
か
ら
持
ち
帰
り
、
八
女
茶

を
広
め
た
栄
林
周
瑞
禅
師
の
遺
徳
を
た
た
え
し
の

び
、
八
女
茶
の
弥
栄
を
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

当
日
は
１
８
０
人
を
越
え
る
茶
業
関
係
者
な
ど

が
出
席
。
茶
祖
に
新
茶
を
捧
げ
、
感
謝
の
祈
念

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
八
女
茶
山
唄
日

本
一
大
会
グ
ラ
ン
プ
リ
の
浜
崎
純
夫
さ
ん
（
春
日

市
）
が
茶
山
唄
を
奉
納
し
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内

で
は
新
茶
の
販
売
や
試
飲
、
野
点
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
観
光
客
ら
が
、
新
茶
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
上
陽
町
で
福
岡
市
や
北
九
州
市

な
ど
か
ら
52
人
が
参
加
し
て
、
５
月
２
日
㈰

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
福
岡
が

茶
摘
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

一
同
は
山
奥
の
見
晴
ら
し
の
良
い
茶
畑
へ

移
動
。
生
産
者
か
ら
摘
み
方
の
説
明
を
聞

き
、
新
芽
の
萌
え
る
茶
畑
で
約
一
時
間
茶
摘

み
を
体
験
し
ま
し
た
。
昼
食
は
茶
畑
を
眺

め
な
が
ら
新
茶
の
天
ぷ
ら
入
り
弁
当
を
食

べ
、
そ
の
後
、
製
茶
工
場
を
見
学
。
参
加
者

は
「
お
茶
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か

分
か
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
家

族
で
楽
し
い
思
い
出
作
り
が
出
来
て
良
か
っ

た
」
と
好
評
で
し
た
。
参
加
者
に
は
後
日

製
茶
さ
れ
た
１
０
０
グ
ラ
ム
入
り
袋
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い 

 

　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

茶
摘
体
験
で
お
お
に
ぎ
わ
い 

奥
八
女
上
陽
新
茶
ま
つ
り

茶
祖
を
し
の
ぶ

インタビューに答える加藤さん

ピ
ン
ポ
ン
こ
ろ
り
で

お
元
気
に
！

テ
レ
ビ
西
日
本
か
ら
取
材

茶
の
香
た
だ
よ
う
八
女
・
奥
八
女
へ

「
茶
の
く
に　

八
女
・
奥
八
女
」
マ
ス
コ
ミ
招
待
ツ
ア
ー

４
月
28
日
㈬
に
、「
茶
の
く
に　

八

女
・
奥
八
女
」
マ
ス
コ
ミ
招
待
ツ
ア

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
情
報
紙
や
旅
行
雑
誌
、

新
聞
社
な
ど
の
報
道
関
係
者
約
25
人

が
参
加
。「
茶
の
く
に
の
収
穫
祭
と
花

巡
り
」
と
題
し
、
ま
ず
は
「
茶
の
く

に
」
を
体
感
し
て
も
ら
お
う
と
、
茶

摘
み
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
八
女
中

央
大
茶
園
へ
。
近
く
の
製
茶
工
場
で

は
、
お
茶
全
般
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

と
も
に
、
お
茶
の
製
造
工
程
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
し
て
奥
八
女
へ
足
を

の
ば
し
、
花
房
の
垂
れ
下
が
る
黒
木

の
大
藤
、
霊
巌
寺
、
茶
の
文
化
館
な

ど
を
巡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見

交
換
で
は
、「
実
際
に
八
女
を
巡
っ
て

み
て
、
ま
さ
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
と
お
り
」「
フ
レ
ー
ズ
か
ら
広
が
り

が
感
じ
ら
れ
る
」「
市
外
の
人
か
ら
み

て
、
八
女
と
奥
八
女
を
分
け
る
必
要

が
本
当
に
あ
る
の
か
」
な
ど
観
光
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
体

験
し
て
み
て
初
め
て
伝
わ
る
こ
と
も

あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
訪
れ

て
も
ら
う
た
め
の
、
ツ
ー
ル
作
り
が

必
要
」「
連
携
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

で
体
制
づ
く
り
を
」
と
今
後
の
取
り

組
み
へ
の
助
言
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

家族連れなどが新茶摘みを楽しみました

祭壇に新茶が供えられました

八女茶について話を聞く参加者

14



広報やめ　2010.6.115

電
動
車
椅
子
サ
ッ

カ
ー
盛
り
上
が
る

八
女
市
出
身
の
文
学
者 

山
本
健
吉
の
命
日

に
当
た
る
５
月
７
日
㈮
に
、
西
古
松
町
の
無

量
寿
院
に
て
石
橋
忍
月
と
山
本
健
吉
の
墓
の

掃
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
石
橋
忍
月

の
生
誕
地
が
黒
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
八
女
市

黒
木
文
化
連
盟
が
行
う
よ
う
に
な
り
今
年
で

13
回
目
と
な
り
ま
す
。

八
女
市
黒
木
文
化
連
盟
会
長
の
吉
村
誠
さ

ん
は
「
八
女
市
と
い
う
地
か
ら
石
橋
忍
月
と
山

本
健
吉
と
い
う
有
名
な
文
学
者
が
生
ま
れ
た

こ
と
を
、
若
い
人
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
墓
の
掃
除

の
あ
と
、
参
加
者
は
墓
に
手
を
あ
わ
せ
、
郷

土
が
生
ん
だ
文
学
者
親
子
を
し
の
び
ま
し
た
。

世
界
で
た
だ
一
人
の
バ
ン
ブ
ー
ギ

タ
ー
製
作
者
で
あ
る
中
山
修
さ
ん
が

４
月
12
日
㈪
に
三
田
村
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
中
山
さ
ん
は
、
平

成
18
年
か
ら
辺
春
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
週
一
回
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
製
作

者
養
成
講
座
を
開
い
て
お
り
、
受
講

生
の
中
に
は
、
福
岡
市
な
ど
か
ら
通

っ
て
い
る
人
や
プ
ロ
を
目
指
す
人
も

い
ま
す
。

切
り
出
し
た
竹
を
合
板
に
し
張
り

合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ

ー
。
年
間
に
作
れ
る
の
は
６
本
、
と

に
か
く
時
間
と
高
度
な
技
術
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
中
山
さ
ん
の
作
り
だ

す
バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
の
音
色
は
著
名

な
ギ
タ
リ
ス
ト
を
も
魅
了
し
て
い
ま

す
。
中
山
さ
ん
は
「
こ
の
技
術
を
八

女
市
か
ら
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
の
音

色
を
世
界
へ

に
ぎ
わ
っ
た
上
妻
ま
つ
り

八
女
茶
発
祥
の
地
で
新
茶
摘
み

墓の掃除をする八女市黒木文化連盟の役員

ボールを懸命に追いかけます

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
４
月
24
日
㈯
、
総
合
体

育
館
で
第
６
回
電
動
車
椅
子
サ
ッ
カ
ー
ド
リ
ー
ム
九

州
杯
が
開
か
れ
、
八
女
市
の
ヤ
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム

チ
ー
ム
が
４
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
１
チ
ー
ム
４
人
が
フ
ッ
ト
ガ
ー
ド
の

つ
い
た
電
動
車
椅
子
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら
ゴ
ー

ル
を
奪
い
あ
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
九
州
で
は
知
名
度
が

低
く
活
動
し
て
い
る
の
は
３
チ
ー
ム
の
み
。
県
内
で

は
八
女
市
の
チ
ー
ム
だ
け
で
、
練
習
相
手
を
探
す

の
も
一
苦
労
だ
そ
う
で
す
。
「
性
別
・
年
齢
・
し
ょ

う
が
い
に
関
係
な
く
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
。
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
関
係
者
は
話
し
て
い
ま
し
た
。
興
味
の

あ
る
人
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
邑
・
樋
口
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
７
３
２
・
１
３
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第
３
回
上
妻
ま
つ
り
（
上
妻
校

区
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
主
催
）
が
４
月
25
日
㈰
上
妻
小

学
校
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で

お
馴
染
み
の
ス
タ
ー
高
橋
さ
ん
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
現

在
糸
島
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

も
活
動
中
で
、
子
育
て
や
地
域
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー

ジ
、
点
字
体
験
や
車
い
す
体
験
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大

勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

竹製のチェロを手にする市長（中央が中山さん）

今
回
で
４
回
目
と
な
る
お
茶

の
木
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
新
茶
摘
み

が
、
黒
木
町
笠
原
で
５
月
８
日
㈯

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の

は
、
オ
ー
ナ
ー
の
家
族
な
ど
を
含

め
約
80
人
。

募
集
し
た
60
区
画
全
部
が
完
売

し
、
今
年
も
大
盛
況
。
茶
園
で
お

茶
の
摘
み
方
を
指
導
し
て
も
ら
っ

た
後
、
約
１
時
間
ほ
ど
新
茶
摘
み

を
体
験
し
ま
し
た
。
中
に
は
数
回

参
加
し
て
い
る
人
も
い
て
手
慣
れ

た
様
子
の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
も
。
参

加
し
た
オ
ー
ナ
ー
の
一
人
は
「
昨

年
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

募
集
の
記
事
を
み
て
す
ぐ
応
募
し

ま
し
た
。
楽
し
い
で
す
け
ど
、
こ

ん
な
に
お
茶
摘
み
が
大
変
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
昼
食
後
は
、
茶
工
場
見
学

や
お
茶
の
い
れ
方
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
、
自
ら
摘
ん
だ
新
茶
が
届

く
の
を
楽
し
み
に
皆
さ
ん
笠
原
を

後
に
し
ま
し
た
。

市
出
身
の
文
学
者
を
し
の
ぶ

ユーモアを交えながら話すスター高橋さん

暑い日差しの中、新茶を摘みました
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お
知

ら
せ

　

会
場
は
い
ず
れ
も
ふ
ら
っ
ち
広
場
、

開
催
時
間
は
13
時
30
分
か
ら
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
６
月
５
日
㈯
＝
わ
ら
び
も
ち
つ
く
り

※
参
加
費
は
実
費
▼
６
月
13
日
㈰
＝
入

浴
剤
を
作
ろ
う
※
参
加
費
１
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
ら
っ
ち
広
場

（
☎
２
４
・
３
０
２
２
）

　
⃝
日
時
＝
６
月
13
日
㈰
８
時
30
分
八

女
伝
統
工
芸
館
集
合
、
乗
合
で
久
留

米
市
草
野
・
田
主
丸
へ
移
動 

※
雨
天
決
行
、
申
込
不
要

⃝
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
保
険
料
）

⃝問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
・
鶴
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・
３
１
３
３
）

⃝
日
時
＝
６
月
20
日
㈰
８
時
30
分
出
発

※
小
雨
決
行
、
強
雨
時
は
27
日
に
延
期

⃝
集
合
場
所
＝
千
間
土
居
公
園

⃝
コ
ー
ス
＝
千
間
土
居
公
園
～
男
ノ
子

不
動
の
滝
（
往
復
８
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
一
般
１
５
０
円
（
保
険
料
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
代
表
久
木

原
さ
ん
（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

⃝
開
催
日
＝
７
月
10
日
㈯

⃝
場
所
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

⃝
参
加
資
格
・
人
員
＝
八
女
市
民
ま

た
は
八
女
市
の
団
体
・
企
業
に
所
属
、

勤
務
し
て
い
る
人
。
２
２
４
人
（
56
組
）

⃝
プ
レ
ー
費
＝
ビ
ジ
タ
ー
１
万
２
５
０

０
円
、
メ
ン
バ
ー
８
９
７
０
円
※
食
事

代
込
み
。

⃝
参
加
費
＝
３
千
円
（
商
品
代
等
）

⃝
申
込
締
切
＝
６
月
20
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
（
☎
５
４
・
３
０
３
０
）

　

だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室
内

用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
６
月
５
日
㈯
・
19
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）　

　

６
月
の
牛
乳
月
間
に
ち
な
み
工
場

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
手
作
り
バ

明
治
乳
業
九
州
工
場
見
学
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

山や
ま

苞つ
と

の
み
ち
ウ
オ
ー
ク
（
八
女
歩
こ
う会）

ふ
ら
っ
ち
広
場

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

Ｌ
Ｕ
Ｂ

第
２
回
八
女
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

子育ち支援掲示板 6 月

■ママとふあふあほっぺ

◦日時＝６/８㈫ 10時 30分～

◦講師＝田中もとこさん　※要申込 25組

■楽しく食育「豆腐ドーナツを作ろう♥」

◦日時＝ 6/10㈭ 10時 30分～

　※要申込、参加費 200円

■いっしょに あそぼ！「風船あそびいろいろ」

◦日時＝ 6/12㈯ 10時 30分～

■高田先生とおしゃべり会

◦日時＝6/18㈮10時 30分～※託児要申込

子育てアドバイザー　高田悦也さん

■にこにこバースデー♪

◦日時＝6/22㈫ 10時 30分～※6月生まれ

のみんなをお祝いします。身長・体重測定も

あります。

■あそびの広場（会場＝ほほえみ）

◦日時＝ 6/2㈬、7㈪、10㈭、14㈪、15㈫、

19㈯、22㈫、24㈭、26㈯、28㈪　

■移動サロン（いずれも 10時～ 12時）

◦日時・会場＝ ▽ 4㈮東公民館 ▽ 11㈮

児童センター ▽ 17㈭八女文化会館

▽18㈮上陽公民館 ▽25㈮総合福祉セン

ターそよかぜ ▽ 29㈫西公民館

■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）

◦赤ちゃん広場（生後４か月～15か月）

6/9㈬、23㈬　９時 30分～ 12時

◦ほほえみ広場（生後 16か月～就学前）

6/1㈫、16㈬　９時 30分～ 12時

■パパママ広場（会場＝ほほえみ）

◦日時＝ 6/5㈯ 10時～ 12時

■プレママ広場 ※今からママになる人対象

◦日時・会場＝6/8㈫忠見保育園

6/21㈪ほほえみ　※いずれも10時～12時

■ウエルカムパーティー （会場＝ほほえみ）

八女市に引っ越して来られた親子や、もっと

地域のことを知りたい人、ママ友達がほしい

人などを対象に開くパーティーです。

◦日時＝ 6/30㈬10時 30分～ 12時

※要申込・先着 20組。参加費無料、保護

者用マイカップをお持ちください。

■エンジェルルーム「つくってあそぼう！」

◦日時＝ 6/9㈬10時 30分～ 12時

■みんなであそぼう「小麦粉ねんどあそび」

◦日時＝6/20㈰ 10時 30分～ 12時

■高田先生のハートフルしゃべり場

◦日時＝ 6/22㈫10時 30分～ 12時

■おしゃべりクラブ（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/7 ㈪、14㈪　11時～

■元気にあそぼう（会場＝北山保育所）

◦日時＝6/2㈬、16㈬、23㈬、30㈬ 10時～

■おはなし会（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/4㈮ 11時～※絵本読み聞かせ

■リズムにのって（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/8㈫ 10時 30分～

■育児講座（会場＝かがやき※託児あり・要申込）

◦日時＝ 6/15 ㈫ 10時 30分～ 12時

◦内容＝乳幼児のケガやヤケド等の応急処

置について（講師＝川﨑病院形成外科部長・

古賀美穂さん）

■おためしランチ

◦日時＝ 6/9㈬

■パパ・ママあそぼう！（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/19㈯ 10時 30分～ 12時

■英語であそぼう（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/21 ㈪ 10時 30分～

■プレママクラブ（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/22 ㈫ 10時 30分～ 12時

■ハッピーバースデー！（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/25㈮ 10時 30分～

■楽しく子育て講座（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/28 ㈪ 10時 30分～

はじめてみよう！トイレトレーニング

■こんにちは赤ちゃん♥（会場＝きらきら）

◦日時＝ 6/29㈫ 10時 30分～ 12時

■移動サロン※いずれも 10時～ 13 時

◦日時・会場＝▽ 6/3 ㈭辺春コミュニティ

センター ▽10㈭黒木公民館 ▽17㈭立花

町かがやき ▽24㈭矢部基幹集落センター

立花町子育て支援センターきらきら

会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

子育て支援センター　ほほえみ

問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ

会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

つどいの広場　ちゃちゃっこ

会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

16　2010.6.1　広報やめ

※子育ち支援掲示板は早めにお知らせできるように15日号にお引越しします。
　7月分の情報は 6月 15日号に掲載しますので、よろしくお願いします。
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⃝
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

⃝
申
し
込
み
期
間
＝
６
月
２
日
㈬
～

11
日
㈮
※
所
定
の
用
紙
（
学
校
を
通

じ
て
配
布
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　

「
前
か
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」「
運

動
不
足
解
消
に
」
な
ど
と
お
思
い
の

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
基

礎
か
ら
曲
の
演
奏
ま
で
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
７
月
６
日
～
８
月
３
日
の
毎

週
火
曜
19
時
～
21
時

⃝会場
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
上
陽
）

⃝
対
象
＝
中
学
生
以
上
の
男
女
※
経

験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
山
口
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
１
５
１
２
・
８
１
４
４
）

⃝
職
種
＝
き
の
こ
栽
培
作
業
員
（
準

社
員
）
40
人

⃝
仕
事
内
容
＝
き
の
こ
栽
培
作
業
お

よ
び
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
業
等

⃝
年
齢
＝
18
歳
以
上

⃝
時
給
＝
７
６
５
円
～

⃝
受
付
期
間
＝
６
月
１
日
㈫
～
６
月

24
日
㈭

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ク
ト
㈱
福
岡
八
女

き
の
こ
セ
ン
タ
ー
担
当
・
栗
原
さ
ん
、

梅
田
さ
ん
（
☎
２
４
・
６
１
２
０
）

⃝
内
容
＝
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
野

外
活
動
を
行
い
ま
す
。

⃝
期
日
＝
７
月
24
日
㈯
～
26
日
㈪

⃝
場
所
＝
長
崎
県
国
立
諫
早
青
少
年

自
然
の
家

⃝
対
象
＝
小
５
～
中
学
３
年
生

⃝
定
員
＝
80
人
（
希
望
者
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）　

タ
ー
体
験
や
骨
密
度
測
定
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
参
加
無
料

⃝
日
時
＝
６
月
18
日
㈮
９
時
30
分
～

12
時
（
予
定
）

⃝
集
合
＝
９
時
15
分
八
女
伝
統
工
芸

館
駐
車
場
（
工
場
に
は
駐
車
場
が
な

い
た
め
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
）

⃝
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
期
間
＝
６
月
３
日
㈭
～
５
日
㈯

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
工
場

（
☎
３
０
・
１
３
６
９
）

　

入
場
無
料
、
お
菓
子
・
飲
み
物
付
き
。

⃝
日
時
＝
６
月
20
日
㈰
14
時
～

⃝
会
場
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

⃝
内
容
＝
《
１
部
》
20
代
～
80
代
の

30
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
ハ
ー

モ
ニ
カ
発
表
《
２
部
》
フ
ル
ー
ト
（
藤

島
聖
子
さ
ん
）
と
箏
（
み
や
ざ
き
都
さ

ん
）
に
よ
る
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
入
部
さ
ん
（
☎
２
２
・

４
３
１
９
）

⃝
日
時
＝
６
月
12
日
㈯　

①
10
時
30

分
～　

②
13
時
～　

※
約
90
分

⃝
会
場
＝
古
賀
政
男
記
念
館
（
大
川
市
）

⃝
教
材
費
＝
３
０
０
円
※
入
館
料

３
０
０
円
も
別
途
必
要
で
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
０
９
４
４
・
８
６
・
４
１
３
３
）

　

参
加
無
料
、
申
込
不
要
（
先
着
順

４
５
０
人
）
公
共
の
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
６
月
６
日
㈰
12
時
30
分
開

場
、
13
時
～
16
時
30
分
開
演
予
定

⃝
場
所
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
福

岡
（
☎
０
９
２
・
７
１
４
・
１
１
１
１
）

⃝
記
念
講
演
＝
進
歩
す
る
リ
ウ
マ
チ

治
療
の
最
前
線
①
リ
ウ
マ
チ
の
薬
物

療
法
の
進
歩
に
つ
い
て
②
リ
ウ
マ
チ
の

手
術
療
法
に
つ
い
て
③
リ
ウ
マ
チ
の
リ

ハ
ビ
リ
と
基
礎
療
法
に
つ
い
て

⃝
療
養
相
談
＝
会
場
で
直
接
質
疑
応
答

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
福
岡
支
部
（
☎
０
９
４
２
・
３
４
・

１
１
６
８
）

　

市
の
誘
致
企
業
、
ホ
ク
ト
株
式
会

社
の
従
業
員
を
募
集
し
ま
す
。
ま
ず

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
日
は
お
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

⃝
勤
務
地
＝
ホ
ク
ト
㈱
福
岡
八
女
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
（
今
福
工
業
団
地
内
）

お
と
な
の
コ
ン
サ
ー
ト

古
賀
政
男
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

ご
一
緒
に
唄
い
ま
専
歌

青
少
年
キ
ャ
ン
プ

ホ
ク
ト
株
式
会
社
従
業
員

　政治倫理を確立し、公正で開かれた民主的

な市政の発展に寄与するために八女市政治倫

理条例が平成 16年 4月 1日から施行されま

した。この条例の規定に基づき、先の市町村

合併に伴う増員選挙で当選された議員（13人）

から配偶者の分を併せて資産等報告書の提出

がありましたので、次のとおり閲覧に供してい

ます。閲覧を希望される人は、議会事務局（立

花庁舎）まで申し出ください。

⃝閲覧期間＝議員の任期満了の日まで

※土曜日、日曜日および祭日等を除きます。

⃝閲覧時間＝ 8時 30分～ 17時

⃝閲覧場所および問い合わせ＝議会事務局

（☎２３・４９２２）

第
２
回
「
和
太
鼓
童
衆
」
無
料
体
験

日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

療
養
講
演
相
談
会
の
開
催

▼ 6月 18日㈮

◦10時～11時30分＝北山コミュニティセンター（立花町）

◦ 13 時～ 15時＝立花市民センター（立花町）

問い合わせ＝八女市献血推進協議会（☎23・0294）

にご協力ください献  血

　八女市議会では、多くの市民の皆様に傍聴

していただけるよう、今年も６月の定例議会は

休日も開催することになりました。

《６月定例会》

⃝開会日時＝６月７日㈪ 10時～

《休日議会》

⃝日時＝６月 12日㈯、13 日㈰

※時間はいずれも 10時～

⃝場所＝八女市立花庁舎３階　議会本会議場

⃝内容＝一般質問

※議会を傍聴される人は、八女市立花庁舎３

階にお越しください。議場入場の際は、傍聴

人名簿に記入の上入場してください。

※議会の日程や一般質問の内容等については、

「八女市議会ホームページ」に掲載します。

なお、日程協議の都合上、掲載が開会直前に

なる場合があります。ご不明な点はお問い合

わせください。

⃝問い合わせ＝議会事務局（☎２３・４９２２）

6月定例会、休日議会開催

資産等報告書の閲覧について

６月から水・土の診療が変更となります

　第 2・第 4水曜日＝休診（終日）

　その他の水曜日＝診療（終日）　　　

　第 2・第 4土曜日＝診療（午前）　　

　その他の土曜日＝休診（終日）

※そのほかの曜日については変更ありません。

問い合わせ  矢部支所市民生活福祉課（☎47・3111）

矢部診療所の診療日(6月以降）について
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空
手
に
興
味
あ
る
人
の
入
部
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝
対
象
＝
小
学
１
年
生
以
上
の
男
女

⃝
練
習
場
所
＝
総
合
体
育
館

⃝
練
習
日
＝
毎
週
木
曜
、
土
曜
日
の

19
時
～
21
時

⃝
会
費
＝
月
２
５
０
０
円

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
川
口
さ
ん

（
☎
２
４
・
３
４
３
８
）

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡

婦
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
を
行
い
ま

す
。
託
児
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

『
パ
ソ
コ
ン
Ｃ
Ｓ
（
表
計
算
３
級
）
検
定
』

⃝
日
時
＝
６
月
29
日
㈫
～
７
月
30
日

㈮
（
18
日
間
）
18
時
～
21
時

⃝
定
員
＝
10
人

⃝
受
講
料
＝
無
料
（
検
定
料
、
テ
キ

ス
ト
代
７
５
０
０
円
程
度
自
己
負
担
）

⃝
締
切
＝
６
月
14
日
㈪
必
着

⃝
会
場
・
申
込
先
＝
福
岡
県
母
子

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
１
６
―
０
８
０
４
春
日
市
原
町
３

の
１
の
７
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

※
申
込
書
は
、
男
女
共
同
参
画
・
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
に
準
備

し
て
い
ま
す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

⃝
日
時
＝
６
月
23
日
㈬
10
時
～
15
時

※
受
付
は
14
時
ま
で

⃝
会
場
＝
黒
木
総
合
支
所　

⃝
相
談
内
容
＝
補
装
具
の
支
給
・
修

理
の
相
談

※
視
覚
、
聴
覚
、
内
部
し
ょ
う
が
い

者
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん

⃝
持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
身
障

者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
③
補
装
具

の
再
支
給
や
修
理
希
望
者
は
前
回
支

給
を
受
け
た
補
装
具

※
聴
覚
の
診
断
や
肢
体
不
自
由
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
診
断
書
作
成
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う
が
い

者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）

　

国
内
で
も
エ
イ
ズ
患
者
・
感
染
者

　
月１日から70歳未満の人の高額療

養費の計算方法が変わりました。今

まで高額療養費の支給では、旧総合病院

の診療科が異なる場合は、別の医療機関

とみなしていましたが、平成22年４月１日からこれ

が廃止されました。４月からは診療科が異なる場合

でも、 同じ医療機関として合算できます。

※同じ医療機関でも医科と歯科は別計算です。入院

と外来は従来どおり別計算です。

※旧総合病院とは……内科・外科その他の診療科を

もつ入院ベッド数 100 以上の病院

（例＝公立八女総合病院・筑後市立病院・久留米大

学病院・聖マリア病院など）

　
では環境保全（地球温暖化対策）

に向けて、全庁で積極的な取り組

みを行っています。今年も地球温暖化対

策の一つとして、市庁舎等の夏季期間

の冷房設定温度を高めますので、職員

はカジュアルな服装（男性＝ワイシャツ・ポロシャツ、

女性＝ブラウス・ポロシャツなど）で執務します。明

るさ・清潔さを基本に市民から好感を持たれる服装に

心がけ、なお一層の市民サービスの向上に努めますの

で、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

⃝問い合わせ＝人事課 （☎２３・２１２９）

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
６
月

１
日
か
ら
７
日
は
「
エ
イ
ズ
検
査
普
及

週
間
」
で
す
。
エ
イ
ズ
検
査
は
無
料
で
、

匿
名
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
検
査
受
付
＝
毎
週
月
曜
日
14
時
～

15
時

※
結
果
説
明
は
１
週
間
後
の
同
時
間

と
な
り
ま
す
。
電
話
で
の
結
果
問
い

合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

⃝
場
所
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
八
女
分
庁
舎
２
階
（
八
女
総

合
庁
舎
内
）

⃝
検
査
項
目
＝
エ
イ
ズ
、
梅
毒
、
ク
ラ

ミ
ジ
ア

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
保
健
衛
生
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の
養

育
費
や
金
銭
の
貸
借
問
題
な
ど
生
活

上
の
問
題
に
関
す
る
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⃝
昼
間
の
相
談
日
＝
６
月
２
日
㈬
・
７

月
７
日
㈬
・
８
月
４
日
㈬
13
時
～
15
時

⃝
夜
の
相
談
日
＝
６
月
９
日
㈬
・
23
日

㈬
７
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬
・
８
月
11
日

㈬
・
25
日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30
分

⃝
場
所
＝
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
福
岡
県
母
子

家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

⃝
申
し
込
み
＝
相
談
日
前
日
ま
で
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
受
付
順

母
子
家
庭
等
対
象
パ
ソ
コ
ン
講
習

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

身
体
障
害
者
（
児
）
と

戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談

母
子
家
庭
の
養
育
費
等
相
談

教
室
・
講
座

全
日
本
空
手
道
連
盟
・
和
道

会
正
空
会
八
女
支
部

４月１日から70歳未満の人の高額

療養費の計算方法が変わりました

　　6月から10月まで市職員は

カジュアルな服装で執務します

４

市

市役所もクールビズ

あなたは運転マナーを守っています

か？特に朝夕の出退勤のあわただしい

時間など、一旦停止を怠ったり、つい

携帯電話をかけながらの運転になった

りしていませんか。

「ちょっとだけだから」との安易な気持

ちでハンドルを握っていると、大変な

事故につながりかねません。

運転者も歩行者も、お互いに思いやり

の気持ちを持って、マナーとルールを

守り、ゆとりを持って行動しましょう。

八女市役所生活安全課（☎ 23・1731）

運
転
マ
ナ
ー
を守りましょう

和
紙
の
飾
り
づ
く
り
～
お
花
飾
り
３
点
～
参
加
者
募
集　

⃝
内
容
＝
和
紙
で
お
花
飾
り
３
点
を
作
り
ま
す
。
⃝
日
時
＝
６
月
11
日
㈮
、
12
日
㈯
、
13
日
㈰
〈
午
前
の
部
〉
９
時
30
分
～
11
時
30
分

〈
午
後
の
部
〉
14
時
30
分
～
16
時
30
分
※
３
日
と
も
午
前
・
午
後
の
部
各
10
人
限
定
⃝
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
⃝
参
加
費
＝
２
千
円
⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）
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◦ 6 月 3日㈭・17日㈭ 13 時～ 16時

　／法務局八女支局

　　※要予約☎２３・２６０３

◦ 6月 11日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／社会福祉会館

　　※要予約☎２３・０２９４

◦ 6月 18日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

　　※要予約☎４２・２１３１

◦ 6月 25日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域福祉センター（上陽）

　　※要予約☎５４・３００３

◦ 6月 18日㈮ 10時～ 12時

　／商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談

◦毎週火曜 13時 30分～ 16時

　／社会福祉会館

　※要予約☎０９４２・３０・０１４４

消費生活相談（来訪または電話相談）

◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分

　／消費生活相談室☎２３・１１８３

男女共同参画推進支援委員相談

◦6月 10日㈭ 13 時 30分～ 16時 30分

　／男女共同参画・生涯学習課

　※要予約☎２３・１３１４

女性相談

◦6月21日㈪９時～12時/働く婦人の家

なんでも人権相談

※ 6月 1日の「人権擁護委員の日」に

ちなみ、特設人権相談所を設けます。

◦ 6月 1日㈫ 13 時～ 16時

　／社会福祉会館／地域福祉センター

（上陽）／地域交流センターふじの里（黒

木）／立花市民センター（立花）／星

野支所（星野）／矢部公民館（矢部）

行政相談

◦ 6月 3日㈭13時～16時／社会福祉会館

◦ 6月 14日㈪ 13 時 30分～ 16時

　／地域福祉センター（上陽）

◦6月2日㈬・16日㈬９時30分～12時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦6月 15日㈫９時～ 12時

　／立花市民センター（立花）

◦6月 9 日㈬10時～ 15時

　／星野支所３階児童相談室

司法書士相談

◦ 6月 11日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 6月 18日㈮ 13 時 30分～ 16時

　／社会福祉会館

心配ごと相談

◦ 6月 2日㈬・16日㈬・30日㈬

13 時 30分～ 16時／社会福祉会館

◦6月9日㈬・23日㈬13時30分～16時　

／地域福祉センター（上陽）

◦6月 2日㈬・16日㈬９時30分～12時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 6月 9 日㈬・23日㈬９時 30分～ 12時

　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

税務相談

◦6月14日㈪10時～15時／商工会議所

社会保険相談

◦6月16日㈬10時～15時／商工会議所

不動産相談

◦6月23日㈬13時～15時／商工会議所

日本政策金融公庫相談

◦6月4日㈮13時～15時／商工会議所

経営個別相談

◦6月21日㈪10時～16時／商工会議所

※要予約☎２２・５１６１

補聴器の修理と相談

◦6月15日㈫13時～14時30分／市役所

◦ 6月 10日㈭９時～ 10時

　／地域福祉センター（上陽）

◦ 6月 11日㈮・15日㈫ 10時～ 12時

　／地域交流センターふじの里（黒木）

◦ 6月 1日㈫・15日㈫ 10時～ 12時

　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

◦6月24日㈭10時～12時／星野支所

◦6月10日㈭11時～12時／矢部公民館

家庭児童相談室

◦平日９時 30分～ 16時

　／市役所内（☎２３・１４４８）

精神保健福祉相談

◦毎週月曜 14時 30分～ 16時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁

　舎（八女総合庁舎）

　（要予約☎０９４４・７２・２１７６）

エイズ検査・相談／Ｂ型Ｃ型肝炎検査・相談

◦毎週月曜 14時～ 15時　予約不要

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁

　舎（八女総合庁舎）

　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談

◦平日９時～17時／八女市教育研究所

　（☎０１２０・７８４・１１０）

教育相談

◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所

　（☎０９４２・５２・４９４９）

交通事故相談

◦平日９時30分～12時、13時～16時40分

　／日本損害保険協会

　（☎０９２・７１３・７３１８）

犯罪被害者相談電話

◦平日９時～ 18時／県警察本部

　（☎０９２・６３２・７８３０）

難病ホットライン

◦平日 8時 30分～ 17時 15分

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎

　（☎０９４４・７２・２６１０）

多重債務相談

◦平日９時～ 12時、13 時～ 17時

　／福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）

相談はお気軽にどうぞ

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

１
日
４
人
・
１
人
30
分
）

⃝
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・
３

９
２
２

　
司
法
書
士
が
電
話
で
労
働
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
６
月
12
日
㈯
10
時
～
20
時

⃝
内
容
＝
未
払
い
賃
金
・
退
職
金
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
、
不
当
解
雇
、
派
遣
切
り
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
被
害
な
ど

⃝
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
４
・
９

５
０
５

　

柳
河
特
別
支
援
学
校
で
は
、
見
え

に
く
さ
の
あ
る
乳
幼
児
・
幼
児
と
保

護
者
の
た
め
に
「
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
」（
毎

月
１
回
）
、
小
中
学
校
に
通
う
見
え
方

に
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
た
め

に
「
わ
く
わ
く
教
室
」（
８
月
）
を
開

き
ま
す
。
詳
し
い
日
程
等
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
視
力
や
目
の

使
い
方
に
関
す
る
相
談
は
、
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４
４
・

７
３
・
２
２
６
３
）

　

借
り
過
ぎ
や
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
に
平
成
22
年
６
月
18
日
に
改
正
法

が
施
行
さ
れ
、
借
入
総
額
が
「
年
収

の
３
分
の
１
」
を
超
え
る
場
合
、
新
規

の
借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

「
返
せ
な
い
」「
借
り
ら
れ
な
い
」
な
ど

困
っ
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
律
の
詳
し
い
内
容
は
、
金
融
庁
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
（w

w
w
.
f
s
a
.
g
o
.
j
p
/

）
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
多
重
債
務
相
談
窓
口
＝
福
岡
財
務

支
局
（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
７
２
９
１
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者
の
会
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
７
月
利
用
者
の
会
》

⃝
期
日
＝
６
月
19
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
13
時
30
分
～
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）
、
14
時
15

分
～
（
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
）
、

15
時
～
（
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

北
川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に

は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

見
え
に
く
さ
の
あ
る
お
子
さ

ん
・
保
護
者
の
皆
様
へ

借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防

ぐ
た
め
、
貸
金
業
法
が
改
正

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



編
集
後
記

お買い物やパーティーは八女市でどうぞ！

▼人口と世帯（５月1日現在）   ▼４月の異動
人　口 70,636  (- 35) 出生 ３３人

男 33,248  (- 8) 死亡 ８４人

女 37,388  (- 27) 転入 ２１３人

世帯数 23,832  (+34) 転出 １９７人
　※（　）内は前月比

火災出火件数     ５件 (  16件）

救急出動件数 250件（1061件）

救急搬送人数 242人（1018人）
※（　）内は 1 月からの累計

発生件数 36件 （169件）

傷　　者 44人 （208人）

死　　者 0人 （2人）
※（　）内は 1 月からの累計

●市県民税（第1期）
●市営住宅家賃（6月分）
●保育料（6月分）
●水道料金・下水道使用料
●農業集落排水施設使用料

納期限・口座振替日は６月30日（水）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

４月の
火災・救急の
状況

４月の
交通事故の
状況

６月に
納めるもの

津留 心
み さ き

咲ちゃん

牛島 宗
しゅうさく

咲ちゃん

樋口 翔
しょうた

太ちゃん

真島 愛
あ ゆ な

由奈ちゃん 谷山 由
ゆ き な

貴奈ちゃん

三宅 陽
ひ な た

太ちゃん田中 心
こ こ み

々海ちゃん

樋口 光
こ う が

河ちゃん

木下 煌
こうだい

大ちゃん 荒田 陽
ひ な た

向ちゃん

末石 菜
な つ き

月ちゃん田中 魁
かいおう

皇ちゃん

Ｈ21年６月３日生（室岡）

Ｈ21年６月15日生（馬場）

Ｈ21年６月２日生（北大淵）

Ｈ21年６月13日生（下辺春） Ｈ21年６月４日生（豊福）

Ｈ21年６月17日生（国武）Ｈ21年６月24日生（亀甲）

Ｈ21年６月１日生（稲富）

Ｈ21年６月13日生（納楚） Ｈ21年６月４日生（前古賀）

Ｈ21年６月17日生（宅間田）Ｈ21年６月22日生（白木）

お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね。

いつも笑顔のしゅうちゃん☆これか
らも楽しいことたくさんしようね☆

翔ちゃんお誕生日おめでとう♡
元気で優しい子に育ってね！

お誕生日おめでとう♡ご飯いっ
ぱい食べて元気に育ってね�

かわいいゆきちゃん♡いつも笑
顔でスクスク育ってね！

いつも素敵な笑顔をありがとう。
これからも元気に育ってネ。

食いしん坊のここみちゃん♡
いっぱい食べて大きくなぁれ�

２人のお姉ちゃんに鍛えられて、
たくましく育ってね。

お誕生日おめでとう☆これから
もお姉ちゃんと仲良くね。

ひなちゃんお誕生日おめでとう。お兄
ちゃんたちと仲良く元気に育ってね！

我が家の姫 なつきちゃん♡これ
からも元気に育ってネ�

いつも笑顔のやんちゃな魁くん！元
気いっぱい大きくなってね�

▼
ま
ち
の
わ
だ
い
で
紹
介
し
た

バ
ン
ブ
ー
ギ
タ
ー
。「
竹
か
ら
ギ

タ
ー
？
」
と
全
く
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
ま
ま
デ
ジ
カ
メ
片
手
に
応

接
室
へ
。
実
物
を
見
て
、
中
山

さ
ん
の
弟
子
で
あ
る
前
田
さ
ん
か

ら
製
作
工
程
の
簡
単
な
説
明
を

受
け
、
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
。

ギ
タ
ー
以
外
に
も
バ
イ
オ
リ
ン
や

チ
ェ
ロ
な
ど
の
製
作
に
も
取
り
組

ん
で
あ
る
と
の
こ
と
。「
八
女
産

の
竹
製
弦
楽
器
に
よ
る
演
奏
会
」

と
い
う
の
も
近
い
将
来
夢
で
は
な

い
か
も
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
校
了
間
際
に
風
邪
を
引
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
症
状
は
恐
ろ
し

い
ほ
ど
の
声
変
わ
り
と
咳
。
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
騒
が
れ
た

昨
年
は
、
ひ
た
す
ら
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
と
用
心
し
て
い
た
の
に
、
今
年

は
気
の
緩
み
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
し
て
も
今
感
染
が
広
が
っ
て
い

る
口
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✚６月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。

６日（日）
◦藤本産婦人科（東宮野町）23・2733
◦久良木医院（上陽町）54・2009
◦森田歯科医院（山内）24・3055
１３日（日）
◦樋口整形外科（大島）23・2765
◦原医院（黒木町）42・0336
◦山崎歯科医院（本町）24・3961
２０日（日）
◦ごんどう内科（山内）23・3010
◦角整形外科（黒木町）33・2121
◦野田歯科医院（筑後市）0942・53・4187

◦ちぢわ耳鼻咽喉科（広川町）32・0144
◦平野眼科（本町）23・5550
２７日（日）
◦古賀泌尿器（馬場）24・3121
◦冨田医院（黒木町）42・0173
◦永田歯科医院（宅間田）22・3511
◦宮城耳鼻咽喉科（筑後市）0942・52・8733
救急指定病院
◦公立八女総合病院（高塚）23・4131
◦柳病院（吉田）23・2176
◦川﨑病院（納楚）23・3005
◦馬場病院（広川町）32・3511

※在宅医当番表は、7 月分から15日号に掲載します。
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満１歳のお子様の写真を募
集しています。名前・生年
月日・住所・簡単なコメン
ト（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直
接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応
募多数の場合は先着順と
なります。写真はお返しし
ていません。
●申し込み＝市長公室秘
書広報係（☎23・1110）
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